
学
生
時
代
の

臨
床
実
習
で
お

世
話
に
な
っ
て

か
ら
付
き
合
い

が
あ
る
歯
科
医

師
の
先
輩
が
い

News　View

る
。
学
年
は
５
つ
上
で
、
何
か

あ
る
度
に
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
、
頼
り
に
し
て
い
た
▼
先

日
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
と
い
つ

も
と
少
し
違
う
様
子
。
還
暦
が

近
づ
い
た
先
輩
曰
く
、「
開
業

医
と
は
歳
を
重
ね
る
毎
に
細
か

い
こ
と
な
ど
に
は
動
じ
な
い
懐

の
深
い
人
間
に
な
る
と
思
っ
て

い
た
。
し
か
し
現
実
は
違
っ

た
。
日
々
の
診
療
や
雑
務
に
追

わ
れ
、
ス
ト
レ
ス
や
心
配
事
を

感
じ
な
が
ら
１
日
の
仕
事
が
終

わ
る
。
そ
し
て
、
誰
も
い
な
く

な
っ
た
診
療
室
で
ひ
と
り
大
き

な
た
め
息
を
つ
く
ひ
弱
な
自
分

が
い
る
」。
そ
ん
な
思
い
を
打

ち
明
け
ら
れ
た
▼
実
は
、
私
も

最
近
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
感
じ

て
い
た
。
そ
の
時
あ
る
人
の
話

が
心
に
響
い
た
。「
人
間
は
一

生
弱
く
て
よ
い
。
強
く
な
ん
て

な
ら
な
く
て
よ
い
。
無
理
に
強

が
る
と
他
人
に
対
し
て
強
く
な

る
。
弱
い
ま
ま
の
ほ
う
が
、
他

人
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
優
し

く
な
れ
る
」。
こ
の
話
を
聴

き
、
私
の
中
の
霧
が
少
し
晴
れ

た
。
歳
を
重
ね
る
毎
に
、
医
療

人
に
最
も
大
切
な
の
は
患
者
に

対
す
る
優
し
さ
で
は
な
い
か
と

も
考
え
て
い
た
か
ら
…
。（
Ｓ
）

５０周年を迎え、さらなる歯科保険診療の充実へ

東京歯科保険医協会 
組織部長 福島 崇

会員の皆様におかれましては、日々の診療に加
え、協会の諸活動にご協力を賜り、感謝申し上
げます。

今年で設立50周年を迎える協会は、皆様のご尽
力で会員数が6,000名に手が届くところまでやっ
てまいりました。会員の声を国、行政に届け、さ
らなる歯科保険診療の充実と改善を目指してまい
ります。

勤務医の先生も入会のご検討を
コロナ禍で遅れていた新規個別指導が指導計画通り実施され、それ

に関する相談が多く寄せられています。会員の先生で、新規個別指導
についてお困りのことがあれば、協会にご相談ください。また、まだ
入会されておらず、お困りごとがある先生は、ぜひ入会をご検討くだ
さい。今後、開設者や管理者となる先生は新規個別指導の対象となる
可能性があるため、協会の講習会や相談窓口などをご利用ください。
また、開業した後は考えることが多く、新規個別指導への準備が十分
にできない場合があるため、勤務医の段階から対策を進める先生もい
らっしゃいます。協会は開業医だけでなく、勤務医の先生も入会が可
能です。

医療機関を取り巻く環境において、いまだに皆様を悩ませているオ
ンライン資格確認システムは、まだまだ問題が残りますが、国は医療
のＤＸ化を促進するため、オンライン資格確認システムを基盤とし
て、さらに様々な政策を実行する予定です。我々は歯科医師の仲間で
ある会員を守るべく、医療ＤＸ化の課題や問題点、その対応について
周知するとともに、今後も会員の声を国や行政、関係各議員に届けま
す。その他にも歯科医療界には様々な問題が山積しており、協会はそ
の問題解消に向け、日々努力してまいりますので、引き続き協会活動
へのご協力をお願いいたします。

　当協会は本年４月で設立から50年という節目を迎えました。この度、設立50周年
を祝して、下記の通りイベントを開催する運びとなりました。設立当初、180名ほ
どだった会員数が、50年の時を経て、およそ6,000名が加入する大きな組織へと成
長できたことを、皆様と一緒にお祝いしたいと思います。また、これまでの歴史を
振り返るとともに、これからの歯科を考え、より一層会員に頼りにされる協会とな
るための第一歩としたいと思います。どうぞ、皆様奮ってご参加のほど、よろしく
お願いいたします。

日　時 ２０２３年９月１０日（日）午後１時３０分～午後６時（予定）

場　所 都市センターホテル（東京都千代田区平河町２- ４- １）
URL：https://www.rihga.co.jp/toshicenter/

イベント内容、予約等 シンポジウムおよびレセプション、ミニデンタルショー
※詳細につきましては、次号以降ご案内いたします

これからの歯科を考える
今後もより一層頼りになる存在としてあるために

開催日時

　2023年６月18日(日曜日)午後２時30分～６時
開催場所

　中野サンプラザ　13階コスモルーム　
　（住所：東京都中野区中野4-1-1）
総会議事　午後２時３0分～午後４時１５分
記念講演　午後４時３0分～午後６時
「保健医療に係る最近の課題と歯科分野への
　期待（仮題）」
　講師　山本 光昭 氏（社会保険診療報酬支払　
　　　　基金理事）
　詳細は本紙2023年５月（第638号）に掲載。

第５１回定期総会のご案内

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
改
正
法
案 

十
分
な
論
議
が
必
要

　
法
案
で
は
、
健
康
保
険
証

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
り

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
人
に
対
し
て
は
、
本

人
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て

「
資
格
確
認
書
」
を
提
供
す

る
と
し
て
い
る
。
健
康
保
険

証
の
廃
止
時
期
は
、
交
付
の

日
か
ら
起
算
し
て
１
年
６
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令

で
定
め
る
日
と
さ
れ
、
概
ね

24
年
秋
を
目
標
と
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範

囲
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
社

会
保
障
制
度
、
税
制
及
び
災

害
対
策
以
外
の
行
政
事
務
に

お
い
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
の
推
進
を
図
る
。
こ
の

ほ
か
、
法
律
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
利
用
が
認
め
ら
れ
て
い

る
事
務
に
準
ず
る
事
務
に
つ

い
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
を
可
能
と
す
る
こ
と
、
戸

籍
、
住
民
票
等
の
記
載
事
項
に

「
氏
名
の
振
り
仮
名
」
を
追

加
、
公
金
受
取
口
座
の
登
録

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
そ
の
も
の

は
政
府
内
で
す
で
に
利
用
が

進
ん
で
お
り
、
確
定
申
告
や

金
融
取
引
な
ど
で
記
載
が
求

め
ら
れ
る
場
面
も
増
え
て
い

る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
は
義
務
で
は
な
く

あ
く
ま
で
も
〝
自
由
〟
と
の

位
置
付
け
で
あ
っ
た
。
健
康

保
険
証
を
廃
止
し
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
一
本
化
す
る

こ
と
は
、
選
択
す
る
自
由
が

無
く
な
る
こ
と
に
繋
が
り
か

ね
な
い
。
電
子
的
に
様
々
な

も
の
に
紐
づ
い
て
し
ま
う
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
対
し

て
不
信
感
を
抱
く
人
も
い

る
。
ま
た
、「
必
要
性
を
感

じ
な
い
」「
持
ち
た
く
な
い
」

と
の
声
も
あ
る
。

　
24
年
秋
に
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
本
化
す
る
法
案
が
国
会
に
提
出
さ

れ
た
。
法
案
で
は
こ
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
の
拡
大
な
ど
、
今
後
一
層
生
活
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
活
用
す
る
法
案
と
な
っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
活
用
が
ど
こ
ま

で
広
が
る
の
か
、
安
全
面
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
詳
細
な
内
容
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
利
用
範

囲
の
拡
大
の
検
討
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
会
で
の
十
分
な
論
議
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

に
は
「
資
格
確
認
書
」
を
発

行
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

を
行
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ

て
お
り
、
事
実
上
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
強
制
化
で

あ
る
。
４
月
１
日
か
ら
は
保

険
医
療
機
関
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
資
格
確
認
を
行
う
こ
と

が
原
則
義
務
化
さ
れ
た
。
一

連
の
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の

利
便
性
を
求
め
て
導
入
を
す

る
こ
と
は
、
各
医
療
機
関
の

判
断
で
あ
ろ
う
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
導
入
も
当

然
の
流
れ
で
あ
る
。
し
か

し
、
実
際
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

は
不
具
合
が
発
生
し
て
お

り
、
そ
の
対
応
方
法
も
明
確

で
は
な
い
。
医
療
機
関
や
患

者
に
不
都
合
が
生
じ
て
お

り
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は

運
用
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
協
会
で
は
現
在
、
健
康
保

険
証
廃
止
の
撤
回
を
求
め
る

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
民
が
安
心
し
て
健
康
保
険

制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

署
名
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た

い
。（
関
連
記
事
＝
11
面
）

事実上マイナカードの取得義務化

（１） 第６３７号 ２０２３年（令和５年）４月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

発 行 所 
東京歯科保険医協会

〒169-0075
　東京都新宿区高田馬場1-29-8
 いちご高田馬場ビル6階　
電　話　03（3205）2999
振替口座　00180-0-118231
購 読 料　年 6,000円

（会 員 の 購 読 料 は 会
費 に 含 ま れ て い ま す）



（ 2）第６３７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）４月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

　
４
月
に
歯
科
用
貴
金
属
の
随
時
改
定
が
行
わ

れ
、
歯
科
鋳
造
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
が
１
ｇ 

３
７
１
１
円
か
ら
３
３
９
１
円
に
引
き
下
げ
に
な

る
。
一
方
、
歯
科
鋳
造
用
14
カ
ラ
ッ
ト
金
合
金
鉤

用
が
１
ｇ 

６
６
４
５
円
か
ら
６
７
２
９
円
に
、
歯

科
用
鋳
造
用
銀
合
金
第
１
種
は
１
ｇ  

144
円
か
ら
151

円
に
、
同
２
種
は
１
ｇ  

177
円
か
ら
184
円
に
引
き
上

げ
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
４
月
以
降
の
各
点
数

が
右
記
（
表
「
２
０
２
３
年
４
月 

歯
科
用
貴
金
属

随
時
改
定
一
覧
」）
の
と
お
り
改
定
さ
れ
る
。

区　分 1 ～３月 ４月～
インレー（単純なもの）

前歯・小臼歯

494点 467点
インレー（複雑なもの） 888点 836点
3/4冠 1,116点 1,052点
4/5冠 1,056点 992点
全部金属冠 1,389点 1,309点
インレー（単純なもの）

大臼歯

636点 598点
インレー（複雑なもの） 1,109点 1,038点
4/5冠 1,348点 1,258点
全部金属冠 1,760点 1,648点

接着冠
前歯 1,116点 1,052点
小臼歯 1,056点 992点
大臼歯 1,348点 1,258点

レジン前装金属冠 前歯 2,339点 2,238点
小臼歯 2,339点 2,238点

鋳造ポンティック 小臼歯 1,567点 1,469点
大臼歯 1,938点 1,808点

レジン前装金属ポンテ
ィック

前歯 2,084点 2,006点
小臼歯 1,767点 1,669点
大臼歯 1,998点 1,868点

双子鉤（鋳造鉤） 犬歯・小臼歯 1,195点 1,114点
大・小臼歯 1,457点 1,354点

二腕鉤（鋳造鉤）
前歯 901点 843点
犬歯・小臼歯 953点 891点
大臼歯 1,060点 989点

コンビネーション鉤
前歯 569点 540点
犬歯・小臼歯 595点 564点
大臼歯 649点 613点

鋳造バー 2,385点 2,219点

ローチのバークラスプ 1歯 1,437点 1,334点
2歯以上 1,457点 1,354点

根面板 前歯・小臼歯 494点 467点
大臼歯 636点 598点

キーパー付根面板 前歯・小臼歯 1,187点 1,135点
大臼歯 1,408点 1,337点

区　分 1 ～３月 ４月～
インレー（単純なもの）

前 歯・ 小 臼 歯・ 乳
歯

204点 204点
インレー（複雑なもの） 312点 314点
3/4冠 405点 406点
4/5冠 345点 346点
全部金属冠 499点 500点
インレー（単純なもの）

大臼歯

212点 213点
インレー（複雑なもの） 322点 324点
4/5冠 360点 361点
全部金属冠 515点 517点

接着冠
前歯 405点 406点
小臼歯 345点 346点
大臼歯 360点 361点

レジン前装金属冠 前歯 1,272点 1,276点
小臼歯 1,272点 1,276点

鋳造ポンティック 小臼歯 483点 485点
大臼歯 483点 485点

レジン前装金属ポンテ
ィック

前歯 1,242点 1,245点
小臼歯 696点 699点
大臼歯 556点 559点

根面板 前歯・小臼歯 204点 204点
大臼歯 212点 213点

キーパー付根面板 前歯・小臼歯 611点 613点
大臼歯 621点 623点

メタルコア 前歯・小臼歯 198点 200点
大臼歯 252点 256点

インレー（複雑なもの） 1,327点 1,341点
3/4冠 1,674点 1,691点

双子鉤（鋳造鉤） 犬歯・小臼歯 1,355点 1,369点
大・小臼歯 1,607点 1,624点

二腕鉤（鋳造鉤）
前歯 885点 894点
犬歯・小臼歯 1,079点 1,090点
大臼歯 1,335点 1,349点

線鉤 双子鉤 871点 879点
二腕鉤（レスト付） 656点 662点

金
パ
ラ
は
引
き
下
げ　

銀
合
金
な
ど
は
引
き
上
げ

区 分 ３月末まで ４月以降 差 額

歯科鋳造用金銀
パラジウム合金

1ｇ当たり
(30ｇ当たり)

3,711円
(111,330円)

3,391円
(101,730円)

▲320円
(▲9,600円)

歯科鋳造用銀合金第１種 1ｇ当たり
(30ｇ当たり)

144円
(4,320円)

151円
(4,530円)

7円
(210円)

歯科鋳造用銀合金第２種 1ｇ当たり
(30ｇ当たり)

177円
(5,310円)

184円
(5,520円)

7円
(210円)

歯科鋳造用14カラット金
合金鉤用

1ｇ当たり
(30ｇ当たり)

6,495円
(194,850円)

6,579円
(197,370円)

84円
(2,520円)

各種貴金属の告示価格の変更

２０２３年４月 歯科用貴金属随時改定一覧

　
４
月
薬
価
改
定
　

　
麻
酔
薬
等
は
変
更
な
し

　
４
月
は
薬
価
改
定
が
行
わ
れ
る
。

歯
科
診
療
所
で
用
い
る
こ
と
が
あ

る
、
歯
科
用
局
所
麻
酔
薬
、
歯
周
病

治
療
処
置
で
用
い
る
歯
科
用
軟
膏
剤

お
よ
び
リ
グ
ロ
ス
歯
科
用
液
キ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、薬
価
の
変
更
は
な
い
。

　
主
な
薬
剤
に
係
る
薬
価
表
は
、
デ

ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
る
。
な

お
、
全
て
の
薬
剤
の
薬
価
に
つ
い
て

は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

あ
る
「
薬
価
基
準
収
載
品
目
リ
ス
ト
及

び
後
発
医
薬
品
に

関
す
る
情
報
に
つ

い
て
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）」
よ
り
閲
覧

で
き
る
。

レ
セ
プ
ト
の
返
戻 

オ
ン
ラ
イ
ン
化　

変
更
は
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
医
療
機
関
の
み

オ
ン
ラ
イ
ン
で
レ
セ
プ

ト
請
求
を
行
っ
て
い
る
医

療
機
関
に
お
い
て
、
国
保

連
合
会
や
支
払
基
金
か
ら

返
戻
さ
れ
る
レ
セ
プ
ト
は

紙
で
も
送
ら
れ
て
く
る

が
、
４
月
か
ら
は
原
則
と

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
な
け

れ
ば
再
請
求
で
き
な
く
な

る
。
な
お
、電
子
媒
体
（
Ｃ

Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
）
や
紙
媒

体
請
求
で
レ
セ
プ
ト
を
請

求
し
て
い
る
医
療
機
関
に

お
い
て
は
変
更
が
な
く
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
紙
媒
体

で
再
請
求
す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
返
戻
レ

セ
プ
ト
を
再
請
求
す
る
場

合
、
自
身
で
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ

ス
し
、
返
戻
デ
ー
タ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
を
行
い
、
修

正
後
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
再

請
求
す
る
こ
と
に
な
る（
図

１
「
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

返
戻
の
再
提
出
の
イ
メ
ー

ジ
」）。
た
だ
し
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
返
戻
レ
セ

プ
ト
は
直
近
３
カ
月
分
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
期
間

内
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

図1．オンラインによる返戻の再提出のイメージ

※再請求の際は、再請求の記録条件仕様に基づいたレセプトデータの作成が必要となります。

図２．紙媒体で再提出するレセプトの添付書類

な
お
、
４
月
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
返
戻
の
再
請
求

を
始
め
る
医
療
機
関
の
場

合
、
２
０
２
２
年
12
月
処

理
分
以
前
の
レ
セ
プ
ト
は

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
返

戻
さ
れ
た
紙
レ
セ
プ
ト
で

再
請
求
で
き
る
。

な
お
、
返
戻
の
中
に
は

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ

ム
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
な
い
も
の
が
あ
り
、
返

戻
さ
れ
た
紙
の
レ
セ
プ
ト

で
再
請
求
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
返
戻
さ
れ

返戻元 返戻レセプトの添付書類

社　保
・「青色」の返戻付箋（縦165mm×横105mm）

・「薄い黄色」の「再審査等請求内訳票」（縦152mm×横178mm）

国　保

・「増減点・返戻通知書」（国保の患者のみ）

・「増減点返戻通知書」（後期高齢者のみ）

・「過誤調整依頼書」

・摘要欄に「紙レセプトで再請求願います」と記載がある「過誤・再審査結果通知書」

３
月
15
日
、
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会（
以
下
、

中
医
協
）
は
、
２
０
２
４

年
度
の
医
療
と
介
護
の
同

時
改
定
に
向
け
て
社
会
保

障
審
議
会
と
の
意
見
交
換

会
を
開
始
し
た
。今
回
は
、

一
体
的
に
運
用
・
連
携
す

る
こ
と
で
よ
り
効
果
的
な

治
療
・
重
症
化
予
防
・
自

立
支
援
に
繋
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
「
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
口
腔

・
栄
養
」
を
テ
ー
マ
の
一

つ
と
し
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

意
見
交
換
会
の
中
で
、

中
医
協
委
員
で
あ
る
林
正

純
氏
（
日
本
歯
科
医
師
会

２
０
２
３
年
４
月 

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
等
の
随
時
改
定

常
務
理
事
）
は
、
①
入
院

患
者
や
施
設
入
所
者
を
診

療
す
る
際
の
多
職
種
と
の

連
携
の
重
要
性
、
②
口
腔

・
栄
養
・
リ
ハ
ビ
リ
の
早

期
介
入
の
重
要
性
、
③
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
に
活
用
し

た
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の

必
要
性
、
④
医
療
的
ケ
ア

児
、
障
が
い
児
者
、
認
知

症
患
者
等
に
係
る
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
の

必
要
性
な
ど
、
歯
科
が
早

期
か
ら
口
腔
の
健
康
管
理

に
介
入
し
、
切
れ
目
の
な

い
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

を
期
待
し
た
い
と
発
言
し

た
。
ま
た
、
口
腔
と
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
関
係
性
等
に
も
触
れ

な
が
ら
、
多
職
種
連
携
の

重
要
性
を
訴
え
た
。
加
え

て
、
複
雑
化
し
て
い
る
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
給

付
調
整
の
存
在
に
つ
い
て

も
改
善
を
要
望
し
た
。

次
回
は
、
高
齢
者
施
設

・
障
害
者
施
設
等
に
お
け

る
医
療
や
認
知
症
を
テ
ー

マ
に
４
月
中
旬
に
開
催
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

た
紙
レ
セ
プ
ト
に
添
付
さ

れ
た
書
類
で
見
分
け
る
こ

と
に
な
り
（
図
２
「
紙
媒
体

で
再
提
出
す
る
レ
セ
プ
ト
の
添

付
書
類
」）、
該
当
す
る
紙
レ

セ
プ
ト
は
廃
棄
を
し
な
い

よ
う
に
注
意
が
必
要
だ
。

銀
合
金

14
カ
ラ
ッ
ト
金
合
金

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

診療報酬改定に
向けて始動

院
内
掲
示
ポ
ス
タ
ー
作
成

マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
く
て

も
受
診
が
可
能
で
あ
る
こ
と

の
周
知
、
お
よ
び
紙
レ
セ
プ

ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
経
過
措

置
が
適
用
さ
れ
る
先
生
に
向

け
て
院
内
掲
示
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
ま
し
た
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

し
、
ポ
ス
タ
ー
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
、
ご

活
用
く
だ

さ
い
。
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医
療
介
護
分
野
は
、
誰
も

が
で
き
る
だ
け
低
い
経
済
負

担
で
、
公
平
に
診
療
や
ケ
ア

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
世

界
の
多
く
の
国
で
は
、
１
９

７
８
年
の
ア
ル
マ
・
ア
タ
宣

言
な
ど
に
な
ら
っ
て
、
多
か

れ
少
な
か
れ
医
療
介
護
分
野

を
公
的
制
度
と
し
て
整
備
し

て
き
て
い
る
。
一
方
で
、
近

年
注
目
を
集
め
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ヘ
ル
ス
カ
バ
レ
ッ
ジ

（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）
の
推
進
に
は
、

社
会
経
済
的
な
要
因
が
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る[

１]

。

す
な
わ
ち
、
医
療
介
護
の
環

境
整
備
に
お
い
て
、
臨
床
と

経
済
の
調
和
が
望
ま
れ
て
い

る
訳
で
あ
る
。
ま
た
、
医
療

介
護
分
野
の
進
歩
に
影
響
を

お
よ
ぼ
す
各
種
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
も
、
社
会
経
済
的
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
（
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
）
を
と
お
し
て
、
Ｕ
Ｈ

Ｃ
と
関
係
が
深
い
こ
と
が
示

唆
さ
れ
て
い
る[

２]

。

以
上
の
よ
う
に
、
今
後
の

医
療
介
護
シ
ス
テ
ム
の
発
展

に
は
、
臨
床
的
な
議
論
を
中

心
と
し
つ
つ
も
、
経
済
的
な

側
面
を
論
じ
る
こ
と
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
。

で
は
な
ぜ
、
近
年
に
お
い

て
医
療
経
済
的
な
要
因
が
顕

在
化
し
て
き
た
の
か
を
考
え

る
と
、
次
の
よ
う
な
医
療
介

護
分
野
を
取
り
巻
く
潮
流
が

挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
社
会
保
障

財
源
の
ひ
っ
迫
で
あ
る
（
図

１
）。
こ
の
背
景
は
至
極
簡

単
で
、
医
療
や
介
護
の
需
要

増
加
（
高
齢
化
の
進
展
）
と

実
体
経
済
の
伸
び
悩
み
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
停
滞
）
が
大
き
な
割

合
を
占
め
る[
３]
。
二
つ

目
は
、
治
療
技
術
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
超
高
額
化

で
あ
る
。
こ
の
両
者
を
合
わ
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医療・介護費用の増加
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年次（西暦）

１９６５年を基点とした年次変化

表記は右軸 表記は左軸

変
化
率（
倍
）（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

変
化
率（
倍
）（
社
会
保
障
給
付
と
社
会
保
険
料
収
入
）

変化率（％，1965年基点）　相関係数　ｐ値

0.985　P＜0.001

0.971　P＜0.0011人当たり社会保険料収入
1人当たりGDP

高齢化率（65歳以上）
1人当たり社会保障給付費

せ
る
と
、
数
量
増
加
と
単
価

上
昇
に
よ
り
、
国
民
医
療
費

等
が
膨
ら
ん
で
い
く
こ
と
は

容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
一
方

で
、
現
役
世
代
の
人
口
減
少

と
経
済
負
担
の
許
容
水
準
か

ら
、
保
険
財
源
の
収
入
が
追

い
付
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
受
益

と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
低
下
が

根
源
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
俯
瞰
す
る
と
、

将
来
の
医
療
介
護
シ
ス
テ
ム

の
発
展
に
不
可
欠
な
視
点

は
、
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な

っ
て
く
る
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
価
値
評
価
と
健
康
行

動
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
医
療
介
護
シ
ス

テ
ム
の
価
値
（
存
在
意
義
）

を
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

間
で
再
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
価
値
を
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の

理
念
も
絡
め
て
一
言
で
表
す

と
、「
安
定
供
給
」
と
な

る
。
享
受
を
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
認
識
で
き
る
価
値
（
診

療
）
の
み
な
ら
ず
、
失
っ
て

み
て
初
め
て
わ
か
る
価
値

（
健
康
）
は
、
こ
の
概
念
で

整
理
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
考
え
る
と
、
医
療
価
値

等
を
評
価
し
関
係
者
で
共
有

す
る
こ
と
は
、
国
民
や
患
者

の
負
担
の
議
論
の
み
な
ら
ず

未
来
に
向
け
た
医
療
介
護
の

か
じ
取
り
（
意
思
決
定
）
に

お
い
て
、
計
り
知
れ
な
い
意

義
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
価
値

に
見
合
っ
た
行
動
変
容
を
促

す
仕
掛
け
も
重
要
と
言
え

る
。
特
に
、
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン

ス
の
見
え
る
化
と
そ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
は
、
健
康
寿
命
や

社
会
経
済
に
大
き
な
恩
恵
を

も
た
ら
す
と
期
待
さ
れ
る[

４]

（
図
２
）。

最
近
、
医
療
保
険
制
度
に

導
入
さ
れ
た
効
用
値
を
ア
ウ

ト
カ
ム
指
標
と
す
る
費
用
対

効
果
評
価
や
、
介
護
保
険
制

度
に
導
入
さ
れ
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
評
価
と
科
学
的

介
護
の
取
組
の
推
進
は
、
間

接
的
な
が
ら
も
、
上
記
の
よ

う
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
連
な
る

施
策
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。

図１．社会保障の財政収支の影響因子（高齢化率と実体経済の因子）

（資料）社会保障給付費／社会保険料収入：社会保障費用統計（国立社会保障・人口問題研究
所），GDP：World Economic Outlook Databases（IMF），高齢化率：我が国の推計人
口（総務省）より作成（＝田倉智之氏提供）
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臨床・介護現場の疲弊

社会保障の持続性低下

同じ病態・状
態なのに、なぜ
介入効果に差が
あるのか？

年次（西暦）

１９６５年を基点とした年次変化

表記は右軸 表記は左軸

変
化
率（
倍
）（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

変
化
率（
倍
）（
社
会
保
障
給
付
と
社
会
保
険
料
収
入
）

変化率（％，1965年基点）　相関係数　ｐ値

0.985　P＜0.001

0.971　P＜0.0011人当たり社会保険料収入
1人当たりGDP

高齢化率（65歳以上）
1人当たり社会保障給付費

図２．アドヒアランス（健康関連行動）をコントロールする重要性

医療介護システムの発展に不可欠な視点とは
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2010年より大阪大学大学院医学系研究科 特任教授。2017年より現職。厚生労働省（中医協）
費用対効果評価専門組織 委員長、内閣府 客員主任研究官、大阪大学医学部招聘教授、東邦大学
医学部客員教授、日本循環器学会 Circulation Reports Associate Editor、日本心臓リハビ
リテーション学会 評議員など歴任。

田倉 智之

今
号
よ
り
、
医
療
経
済
学

の
専
門
家
で
東
京
大
学
大

学
院
特
任
教
授
の
田
倉
智

之
氏
の
連
載
を
始
め
る
。
全

５
回
（
予
定
）
に
わ
た
り
、
医

療
介
護
シ
ス
テ
ム
の
発
展
、

費
用
対
効
果
評
価
や
、
診
療

価
値
と
病
院
経
営
な
ど
を

テ
ー
マ
に
ご
執
筆
い
た
だ

く
。
第
１
回
は
「
医
療
介
護

シ
ス
テ
ム
の
発
展
に
不
可
欠

な
視
点
と
は
」

—
。

（東京大学大学院 特任教授）

旅行代金に応じて海外・国内ツアー代金を割引。
HISのツアーだけでなく、他社様のツアーも適用可能です。

その他、一般のHIS店舗
では販売されない驚き価
格の商品を不定期で特別
優待としてご案内してお
ります。

ご予約はQRコードより

お得な情報が盛りだくさん
\専用WEBサイトへアクセス/

ご予約はQRコードより
グループ生命保険
加入者特典ページ

グループ生命保険グループ生命保険

加入者特典加入者特典

　
全
国
歯
科
衛
生
士
教

育
協
議
会
が
「
歯
科
衛

生
士
教
育
に
関
す
る
現

状
調
査
結
果
」
を
取
り

ま
と
め
た
が
、
そ
れ
に

よ
る
と
、
加
盟
す
る
176

の
歯
科
衛
生
士
養
成
校

の
２
０
２
２
年
度
入
試

で
入
学
者
数
が
定
員
割

れ
を
起
こ
し
て
い
る
養

成
校
が
54
・
３
％
に
上

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
調
査
は
22
年
４

月
、
同
協
議
会
加
盟
176

校
に
対
し
て
郵
送
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で

行
わ
れ
、
全
校
か
ら
回

答
が
寄
せ
ら
れ
、
調
査

結
果
は
同
年
６
月
に
取

り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
22
年

度
入
試
に
お
け
る
全
養

成
校
の
入
学
定
員
数
は

９
６
０
９
名
で
、
志
願

者
数
は
１
万
８
７
３
名

だ
が
、
実
際
の
入
学
者

数
は
８
５
４
７
名
と
な

っ
て
お
り
、
定
員
数
に

対
す
る
入
学
者
数
の
割

合
、
す
な
わ
ち
定
員
充

足
率
は
88
・
９
％
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

入
学
者
数
が
定
員
に
満

た
ず
定
員
割
れ
を
起
こ

し
て
い
る
養
成
校
は
54

・
３
％
あ
り
、
志
願
者

数
が
定
員
に
満
た
な
い

養
成
校
は
40
・
０
％
と

し
て
い
る
。
定
員
割
れ

に
つ
い
て
は
、
19
年
度

は
63
・
０
％
だ
っ
た
の

が
21
年
度
に
は
48
・
３

％
ま
で
回
復
し
た
も
の

の
、
22
年
度
で
は
再
び

増
加
し
54
・
３
％
と
な

っ
て
い
る
。

歯
科
衛
生
士
養
成
校

54
・
３
％
で
定
員
割
れ
の
実
態

就職者に対する求人件数倍率 13.6
就職者に対する求人人数倍率 22.6
志願者倍率＝志願者数/入学定員 1.13
定員充足率＝入学者数/入学定員×100 88.9 %
志願者数が定員に満たない学校 40.0 %
入学者が定員に満たない学校 54.3 %
一社）全国歯科衛生士教育協議会の「歯科衛生士教育に
関する現状調査の結果報告（令和4年6月）」より

　2006年5月、イギリス・ドイツ視察を行う。先進諸国の
共通課題である「高齢化」「医療の高度化による医療費の
増大」について、大きな課題になりつつあった。現地で
は国民負担に対する意識等を調査し、英国医師会、ドイ
ツ連邦保健省などと交流を深めた。（写真 ドイツ連邦歯
科保険医協会（KZBV）と協会調査メンバー )

協会設立50周年を迎え　「回顧」



ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト

製作、運用、コン

サルティングを行

い歯科関連サイト

の運用は常時120

件を数える。

（ 4）第６３７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）４月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

日日  時時：：4月２０日（木） 午後 2時～5時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1人 1時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 
 

無料相談
相談 

 

トトララブブルル防防止止はは早早めめのの対対処処ががポポイインントト  

 
法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

むむ 

相談室

ITIT

永田 康祐
クレセル株式会社

歯
科
診
療
所
の
心
臓
部
と
も

い
え
る
レ
セ
コ
ン
の
運
用
、

デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
管
理

す
る
の
か
は
永
遠
の
課
題
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
近
頃
は

ク
ラ
ウ
ド
形
式
で
運
用
管
理

さ
れ
る
人
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
ク
ラ

ウ
ド
管
理
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
考
え
て
み
ま
す
。

ま
ず
、
メ
リ
ッ
ト
で
す

が
、
院
内
の
サ
ー
バ
ー
等
が

な
く
な
る
こ
と
で
設
備
が
簡

略
化
さ
れ
る
た
め
、
コ
ス
ト

レセコンをクラウドで
管理する場合の
メリットと
デメリット

ダ
ウ
ン
に
繋
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
専
用

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
考
慮
さ

れ
た
回
線
が
必
要
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

差
し
引
い
て
も
コ
ス
ト
は
下

が
り
ま
す
。
す
べ
て
ク
ラ
ウ

ド
上
で
常
に
最
新
の
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
レ
セ

コ
ン
メ
ー
カ
ー
の
方
が
来
訪

し
て
の
作
業
、
電
話
や
メ
ー

ル
な
ど
を
利
用
し
た
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
な
ど
は
必
要
な
く
な

り
、
煩
わ
し
い
作
業
や
時
間

等
の
拘
束
か
ら
も
解
放
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
院
内

で
物
理
的
に
保
管
さ
れ
て
い

た
デ
ー
タ
が
常
に
さ
ら
さ
れ

て
き
た
火
災
、
水
害
、
事
故

な
ど
の
脅
威
、
盗
難
な
ど
に

よ
る
紛
失
と
い
う
危
険
性
。

こ
れ
ら
は
ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ

っ
て
払
拭
さ
れ
る
た
め
、
心

理
的
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
デ
ー
タ

は
ク
ラ
ウ
ド
で
も
そ
こ
に
接

続
す
る
回
線
が
通
じ
て
い
な

け
れ
ば
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
接
続
が

不
安
定
な
ケ
ー
ス
や
、
回
線

の
障
害
が
発
生
し
た
時
に

は
、
そ
の
段
階
か
ら
レ
セ
コ

ン
に
は
一
切
ア
ク
セ
ス
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
忙
し
い
時

間
帯
に
回
線
の
不
調
で
ア
ク

セ
ス
で
き
な
く
な
っ
た
時
、

レ
セ
コ
ン
業
者
と
回
線
業
者

に
対
し
て
別
々
に
連
絡
を
す

る
な
ど
の
対
応
を
誰
が
ど
の

よ
う
に
行
う
か
、
予
め
決
め

て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
は

外
部
に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
す
の
で
、
操
作
に
若
干
の

遅
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
ち
ょ
っ
と
し
た

遅
れ
を
も
の
す
ご
く
大
き
な

ス
ト
レ
ス
、
業
務
時
間
の
ロ

ス
と
考
え
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
導
入
前

に
、
必
ず
一
度
は
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
べ

き
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
ク
ラ

ウ
ド
と
い
う〝
保
管
庫
〞
に
障

害
が
発
生
し
て
「
デ
ー
タ
が

な
く
な
る
、
漏
え
い
す
る
」

と
い
う
リ
ス
ク
も
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｔ
業

界
で
は
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
す
が
、
２
０
１
２
年
に
、

あ
る
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
企

業
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
作
業
時

に
誤
っ
て
顧
客
デ
ー
タ
を
す

べ
て
削
除
す
る
と
い
う
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ー
タ
は

復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

顧
客
は
大
き
な
損
害
を
被
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
月
々
の

使
用
料
が
返
還
さ
れ
た
だ
け

で
、
そ
れ
以
上
の
補
償
が
な

い
と
い
う
状
況
で
、
顧
客
に

と
っ
て
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
が

残
る
事
故
と
な
り
ま
し
た
。　

レ
セ
コ
ン
を
ク
ラ
ウ
ド
で

管
理
す
る
際
に
は
、
既
に
導

入
し
て
い
る
診
療
所
が
、
万

が
一
の
時
の
備
え
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
を
、
必

ず
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

簡易課税制度を利用している場合、仕入税簡易課税制度を利用している場合、仕入税
額控除ができなくても消費税の納付額に影額控除ができなくても消費税の納付額に影
響は出ません。よって、この場合もインボ響は出ません。よって、この場合もインボ
イス制度に対応せずとも双方に影響は生じイス制度に対応せずとも双方に影響は生じ
ないため、現状のままの対応で問題ありまないため、現状のままの対応で問題ありま
せん。せん。
　本則課税事業者が相手先の場合は、イン　本則課税事業者が相手先の場合は、イン
ボイスへの対ボイスへの対応を求められることが多いで応を求められることが多いで
す。求められても慌てて登録をするのではす。求められても慌てて登録をするのでは
なく、相手先と交渉なく、相手先と交渉することも重要です。することも重要です。
また、相手先から、「インボイスの登録をまた、相手先から、「インボイスの登録を
しないならば取引を中止する」「値下げししないならば取引を中止する」「値下げし
てほしい」などと言われた際は、独占禁止てほしい」などと言われた際は、独占禁止
法に抵触する可能性があります。法に抵触する可能性があります。
　なお、協会では、顧問税理士監修のもと　なお、協会では、顧問税理士監修のもと
「インボイス制度の概要」を作成しまし「インボイス制度の概要」を作成しまし
た。本紙た。本紙17・18面17・18面に掲載していますので、に掲載していますので、
ぜひご覧ください。ぜひご覧ください。

適格請求書発行事業者として登録する適格請求書発行事業者として登録する
と、消費税課税事業者となり、消費税の納と、消費税課税事業者となり、消費税の納
付義務が生じます。付義務が生じます。
　今までは消費税も含めて全て売上として　今までは消費税も含めて全て売上として
受け取ることができていたものが、適格請受け取ることができていたものが、適格請
求書発行事業者になると、消費税分を納付求書発行事業者になると、消費税分を納付
する必要が生じ、手元に残る売上が減少しする必要が生じ、手元に残る売上が減少し
てしまいます。納税の手続きや消費税の計てしまいます。納税の手続きや消費税の計
算作業も発生するため、事務作業としても算作業も発生するため、事務作業としても
負担が大きくなると考えられます。負担が大きくなると考えられます。

経営・税務相談Q＆A  No.403

インボイス制度インボイス制度～取引相手から～取引相手から

登録の有無を聞かれた！～登録の有無を聞かれた！～

Q　取引先からインボイス登録に関するア
ンケートが届いた。登録する必要はあ
るのか。

A　インボイス制度に対応するには、適格
請求書発行事業者として登録する必要があ
ります。しかし、全ての歯科医療機関が適
格請求書発行事業者として登録する必要は
ありません。自院が消費税の免税事業者な
のか、簡易課税事業者なのか、本則課税事
業者なのかで、取るべき対応は異なりま
す。まずは、自院がどの事業者に該当する
かを確認してください。そのうえで、対応
が必要かどうか確認してください。
　特に、消費税が免税となっている歯科医
療機関(免税事業者)は、インボイス制度へ
の対応を慎重に検討することが必要となり
ます。

Q　免税事業者がインボイス登録をする
と、どのような影響が生じるのか。

A　A　一番大きな影響は、消費税の納付義務一番大きな影響は、消費税の納付義務
が生じることです。年間の課税売上高がが生じることです。年間の課税売上高が
1,000万円未満の免税事業者であっても、1,000万円未満の免税事業者であっても、

Q　インボイス登録を求められたら、どう
対応すればよいのか。

A　売上A　売上相手先が免税事業者であれば、イ相手先が免税事業者であれば、イ
ンボイス制度に対応せずとも影響は生じまンボイス制度に対応せずとも影響は生じま
せん（せん（表参照表参照）。また、相手先が消費税の）。また、相手先が消費税の

歯科医療機関 売上 選択肢 理　由相手先

A:免税事業者

免税事業者
対応の
必要なし 影響なしのためか

簡易課税

本則課税
対応を求
められる
場合あり

売上相手先において消費税の仕
入税額控除が取れなくなるため

B:簡易課税事業者
C:本則課税事業者

免税事業者
対応の
必要なし 影響なしのためか

簡易課税

本則課税
対応を求
められる
場合あり

売上相手先において消費税の仕
入税額控除が取れなくなるため

協
会
は
２
月
20
日
、
地
域

医
療
研
究
会
を
協
会
会
議
室

と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を

併
用
し
て
開
催
し
た
。「
外

来
と
在
宅
を
つ
な
ぐ
道
し
る

べ
〜
な
に
を
ど
こ
ま
で
や
っ

て
、
訪
問
診
療
に
つ
な
ぐ
の

か
？
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
菊

谷
武
氏
（
日
本
歯
科
大
学
教

授
／
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
）
が
登
壇
し
、
総
勢
80
名

が
参
加
し
た
。

最
初
に
、
残
存
歯
数
・
義

歯
の
装
着
と
生
命
予
後
と
の

関
係
性
を
示
し
な
が
ら
、
高

齢
者
の
咀
嚼
障
害
の
原
因
を

例
に
挙
げ
て
、
咀
嚼
に
関
与

す
る
器
官
の
欠
損
に
よ
る
器

質
性
咀
嚼
障
害
な
の
か
、
咀

嚼
に
関
与
す
る
筋
力
の
低
下

や
運
動
制
御
系
の
乱
れ
に
よ

る
運
動
障
害
性
咀
嚼
障
害
な

の
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

次
に
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
へ
の
対
応
と
し
て
、
心
身

の
脆
弱
性
が
高
ま
る
中
で
、

適
切
な
介
入
を
行
い
、
改
善

を
目
指
す
こ
と
が
一
般
的
で

は
あ
る
が
、
来
る
べ
き
介
護

状
態
に
備
え
る
と
い
う
大
胆

な
診
療
方
針
と
す
る
こ
と
も

時
に
は
必
要
で
あ
る
と
し
、

症
例
を
交
え
な
が
ら
、
治
療

方
針
の
組
み
立
て
方
や
考
え

方
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

最
後
に
、
治
療
方
針
の
立

案
に
は
、
医
学
的
適
応
と
患

者
の
意
向
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、
周
囲

の
状
況
を
総
合
的
に
判
断
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言

及
。
し
か
し
、
老
年
終
末
期

の
患
者
を
治
療
す
る
際
に

は
、
患
者
本
人
、
家
族
、
ケ

ア
提
供
者
の
立
場
の
違
い

で
、
意
向
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
、
歯
科
治
療
か
ら
期
待

で
き
る
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ

ッ
ト
に
つ
い
て
、
十
分
な
エ

ビ
デ
ン
ス
が
な
く
、
判
断
が

難
し
い
こ
と
が
あ
る
と
い

う
。
総
合
的
な
判
断
の
た
め

に
は
、
医
学
的
適
応
の
エ
ビ

デ
ン
ス
の
蓄
積
が
必
要
で
あ

る
と
し
た
。

当
日
の
模
様
は
デ
ン
タ
ル

ブ
ッ
ク
を
通
じ
て
配
信
し
て

い
る
の
で
、
訪
問
歯
科
診
療

を
は
じ
め
、
高
齢
者
の
歯
科

治
療
に
携
わ
る
す
べ
て
の
先

生
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

治
療
方
針
の
提
示
は

「
リ
ス
ク
」
と
「
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
」
の
考
慮
を

地
域
医
療
研
究
会

菊谷武氏(日歯大教授）



（ 5） 第６３７号 ２０２３年（令和５年）４月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

研究会・行事研究会・行事

ご案内ご案内

予約フォーム

　院内では、マスクコミュニケーションが当たり前の時代となりまし
た。そのためか、患者さんのみならず、職場の人間関係も希薄になり
つつあるようです。お互いの表情が確認できないことから生まれる「誤
解」や「思い違い」に悩まされていませんか。限られた時間内で患者
さんとの信頼関係を築きたい方、スタッフ間の関係性を良好にしたい方
は、必聴です。 
　いまの時代だからこそ、大切にしたいことをお伝えいたします。マス
クが外せなくても、“あるポイント”さえ外さなければ、どなたでも再
現できる方法です。ご聴講いただく皆様にとって、本講演が明日から
の一助になることを願います。( 講師より )

日　時　５月 24 日（水）午後７時～９時 
講　師　久保  佳世子 氏（㈱マナーズエッセンス代表） 
  ＜略歴＞
  1989 年 株式会社大丸入社（現大丸松坂屋百貨店） 
  2001 年 人材派遣会社勤務・人材教育会社勤務 
  2007 年 株式会社ユニクロ教育チーム在籍 
  2009 年 独立起業し歯科スタッフ教育「エッセンス」をはじめる 
  2023 年 株式会社マナーズエッセンス法人化 
会　場　文京シビック小ホール 
 （文京区春日１－ 16 － 21　文京シビックセンター２F）
交　通　東京メトロ「後楽園駅」丸ノ内線（４a・５番出口）、 南北線
　　　　（５番出口）より徒歩１分 
  都営地下鉄三田線・大江戸線「春日駅」（文京シビックセンタ　
　　　　ー連絡口）より徒歩１分 
 JR 総武線「水道橋駅」（東口）より徒歩９分 
定　員　170 名 
参加費　会員証 1枚につき１人無料、同伴者１名につき 

１，０００円（※当日参加も可能） 
予　約　QRコードからお申し込みください。

第1回ドクター・スタッフ講習会第1回ドクター・スタッフ講習会

接遇講習会接遇講習会
患者さんとのコミュニケーション・職場の人間
関係がみるみる良くなる接遇＆マナー

予約フォーム

施設基準の講習会施設基準の講習会
第第１１回 歯初診・外来環・歯援診・か強診のための講習会回 歯初診・外来環・歯援診・か強診のための講習会

予約フォーム

　コロナ禍により延期されていた新規個別指導は、直近 1 年間で 400 
件程実施されました。毎月のように指導が実施されており、開業後概
ね 1年程度経過した保険医療機関が現在選定されています。 
　新規開業医講習会では、日常の保険診療のルールを見直すとともに、
“必ず受けなければならない”新規個別指導に備え、「デンタル、パノ
ラマ撮影時に、写真診断に係る必要な所見をカルテに記載していない」
などの指摘されやすい事項や、自費と保険の混合診療の考え方などを
丁寧に解説します。 
　過去には「勤務医の頃にこの講習会に参加したかった」という声も
寄せられ、開業した先生はもちろんのこと、開業を考えている勤務医の
先生にもぜひご参加いただきたい講習会です。

日　時　７月９日（日）正午～５時（予定） 
講　師　協会講師団 
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ３F 
 （新宿区高田馬場１―29―９ TDビル３階） 
交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩２分 
  東京メトロ東西線 ｢高田馬場駅」（３番出口） より徒歩５分 
定　員　50 名 
参加費　会　　員：１３,０００円 
  未入会員：３０,０００円 
予　約　QRコードからお申し込みください。

　コロナ禍により延期されていた新規個別指導は、直近 1 年間で 400 

第第１１回回

新規開業医講習会新規開業医講習会

　歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準に対応した「院内感
染防止対策講習会」をWEBおよび会場にて開催します。WEB参加
希望の場合はデンタルブックに登録の上、マイページからご予約くださ
い。決済方法は予約後、メールにてご案内いたします。 
　なお、本講習会はZoomウェビナーでの視聴後に確認テストを行い、
合格した方に修了証をメールにてお送りする予定です。会場参加希望
の場合はQRコードを読み込み、Google フォームよりご予約ください。

日　時　▼WEB 開催  
  第 1 回：６月 29 日（木）午後７時～８時（予定） 
  ▼会場開催  
  第２回：６月 29 日（木）午後７時～８時（予定） 
講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長） 
会　場　WEB開催：Zoomウェビナー 
  会場開催：東京歯科保険医協会会議室 
 　　　　　（新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階）
交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分 
   東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分 
定　員　 （WEB開催）500 名、（会場開催）20 名 
対　象　会員 
参加費　１,０００円 
予　約　

　歯科点数表の初診料の注
染防止対策講習会」をWEBおよび会場にて開催します。WEB参加

第第１１回・第回・第２２回回

院内感染防止対策講習会院内感染防止対策講習会

WEB開催▶
デンタルブックに登録後、
ご予約ください。

 会場開催▶
QRコードから
 ご予約ください。

協会主催の講習会を動画配信しているほ協会主催の講習会を動画配信しているほ
か、保険・症例解説などをご覧になれます。か、保険・症例解説などをご覧になれます。
ご登録がまだの方は、QRコードよご登録がまだの方は、QRコードよりり新規新規
登録してください。登録してください。

新
規
会
員

登
録
ペ
ー
ジ

　東京歯科保険医協会では、会員の
先生向けに、「サンリオピューロラン
ド」「フジヤマ倶楽部」「リソルの森」
など、各種優待サービスをご案内し
ております。
　ご希望の方は、下のQRコードよ
りアクセスし、必要事項を明記の上、
お申し込みください。

会員優待
ご案内

▶
会
員
優
待

　
お
申
し
込
み
ペ
ー
ジ

開業予定、勤務医の先生も

開業予定、勤務医の先生も参加できます！
参加できます！

　この講習会は、1 日で「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強診」の施
設基準に対応した修了証を取得できます。また、医療法で定められて
いる年 2回の医療安全講習会にも対応しています。 
【注意】「歯初診」の受講のみを目的としている方は、「院内感染防止対
策講習会」（本面右上参照）をご受講ください。「外来環」「歯援診」「か
強診」の施設基準は更新制ではありません。 

日　時　６月 11 日（日） 
　　　　①歯初診、外来環、か強診、歯援診：午後１時～６時30分（予定）
　　　　②歯初診、外来環：午後４時～６時 30 分（予定） 
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 教授） 
  坂下 英明 氏（明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／我 
　　　　　　　　　　  孫子聖仁会病院 口腔外科センター長） 
  本橋 昌弘 氏（東京歯科保険医協会 理事） 
  森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事） 
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ３F 
 （新宿区高田馬場１―29―９ TDビル３階） 
交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩２分 
  東京メトロ東西線 ｢高田馬場駅」（３番出口） より徒歩５分 
定　員　90 名 
対　象　会員 
参加費　①の施設基準（４種類）：８,０００円（修了証代込） 
  ②の施設基準（２種類）：５,０００円（修了証代込）
予　約　QRコードからお申し込みください。

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



―
本
紙
で
２
度
に
わ
た
る
連
載
を
ご
寄
稿
い

い
る
こ
と
を
お
伝
え
で
き
ま
し
た
。
審
査
の
話
題
と

な
り
ま
す
と
、
請
求
が
〝
認
め
ら
れ
る
か
〟、〝
認
め

ら
れ
な
い
か
〟
な
ど
、
各
論
的
な
話
に
な
っ
て
し
ま

い
が
ち
で
、
な
か
な
か
総
論
的
な
話
を
お
伝
え
で
き

ず
に
い
ま
し
た
。
連
載
で
は
、
適
正
な
レ
セ
プ
ト
請

求
に
向
け
て
、
支
払
基
金
の
審
査
に
係
る
取
り
組
み

の
全
体
像
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
私
に
と
っ

て
も
審
査
に
係
る
考
え
方
を
整
理
で
き
ま
し
た
の

で
、
連
載
の
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
と
て
も

あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

―
審
査
す
る
レ
セ
プ
ト
を
Ａ
Ｉ
も
導
入
し
て

選
別
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
ポ
イ

ン
ト
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　
〝
審
査
業
務
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
〟
と
聞
く
と

「
Ａ
Ｉ
が
審
査
し
て
い
く
の
か
」
と
い
う
疑
問
を
持

つ
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
連
載
で
も
述
べ
ま
し

た
が
、
Ａ
Ｉ
は
「
審
査
」
そ
の
も
の
を
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
過
去
の
審
査
結
果
に
基
づ
き
、
歯
科

医
師
に
よ
る
審
査
を
必
要
と
す
る
レ
セ
プ
ト
か
否
か

の
「
振
分
」
を
行
う
の
み
で
す
。
歯
科
医
師
の
専
門

性
で
き
っ
ち
り
見
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
と
、
見
て

い
た
だ
か
な
く
て
良
い
も
の
と
に
Ａ
Ｉ
が
振
り
分

け
、
前
者
の
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
は
専
門
性
を
有
す

る
歯
科
医
師
が
現
場
の
歯
科
医
師
が
行
っ
た
診
療
内

容
に
つ
い
て
、
そ
の
妥
当
性
を
丁
寧
に
評
価
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
の
こ
と
を
一
般
的

に
ピ
ュ
ア
レ
ビ
ュ
ー
（
同
僚
評
価
）
と
言
い
ま
す

が
、
わ
が
国
の
こ
の
方
法
は
世
界
的
に
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
審
査
シ
ス
テ
ム
で
、
我
々
も
重
視
し
て

お
り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
の
活
用
と
い
う
と
、
Ａ
Ｉ
が
診
療

内
容
を
審
査
し
て
い
く
の
で
は
と
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち

で
す
が
、
そ
う
な
る
と
支
払
基
金
に
審
査
委
員
会
を

設
置
し
て
い
る
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
審
査
委
員
会
で
専
門
性
の
高
い
審
査
委
員
が
レ

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
ず

連
載
終
了
へ
の
ひ
と
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
」）
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
旬
報

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
り
切
れ
な
か
っ
た
部
分
も
含

め
、
多
く
の
方
に
、
現
在
に
お
い
て
は
、「
封
じ
込

め
」
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
ワ
ク
チ
ン
や
診
断
・

治
療
法
が
確
立
し
、
致
死
率
が
着
実
か
つ
大
幅
に
減

少
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
戦
略
」
を
見
直

し
、「
戦
術
」
を
改
め
る
と
き
に
さ
し
か
か
っ
て
い

る
こ
と
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
保
健
所
に
お
け
る
疫
学
調
査
で

感
染
経
路
と
し
て
は
唾
液
の
飛
沫
感
染
が
圧
倒
的
な

こ
と
な
ど
が
わ
か
り
、
診
療
や
研
究
開
発
の
膨
大
な

知
見
の
蓄
積
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
や
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
が

開
発
さ
れ
、
重
症
化
へ
の
リ
ス
ク
評
価
法
や
ス
テ
ロ

イ
ド
薬
の
著
効
な
ど
、
重
症
化
予
防
や
治
療
法
も
確

立
し
ま
し
た
。
感
染
経
路
や
治
療
法
も
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
と
い
う
、
発
生
当
初
の
状
況
か
ら
は
大
き

く
変
わ
り
、
連
載
時
点
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
も
は

や
「
恐
怖
の
感
染
症
」
で
は
な
く
、
社
会
経
済
活
動

を
正
常
化
す
る
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
時
期
で
し

た
。
連
載
終
了
後
、
政
府
に
お
い
て
も
見
直
し
の
機

運
が
高
ま
り
、
こ
の
５
月
に
は
感
染
症
法
上
の
扱
い

が
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以

下
、「
支
払
基
金
」）
の
概
要
と
審
査
に
係
る
取
組

み
」
に
つ
い
て
は
、
支
払
基
金
の
業
務
内
容
に
は
、

従
来
か
ら
の
「
審
査
支
払
に
関
す
る
業
務
」
に
加

え
、「
保
健
医
療
情
報
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
）
の
活
用

に
関
す
る
業
務
」「
保
険
者
間
の
財
政
調
整
に
関
す

る
業
務
」
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
近
年
「
審
査
支
払
に

関
す
る
業
務
」
に
つ
い
て
は
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て

す
。
例
え
ば
、
画
像
診
断
で
医
師
・
歯
科
医
師
の
見

落
と
し
を
防
ぐ
た
め
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
し

て
、
実
際
に
Ａ
Ｉ
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
種
医
療
機
器
へ
の
Ａ
Ｉ
搭
載
も
進
み
つ
つ
あ
る
な

か
、
現
時
点
で
は
、
医
師
・
歯
科
医
師
の
診
療
行
為

の
質
を
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
の
支
援
機
能
が
中
心

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

―
支
払
基
金
で
４
月
審
査
分
か
ら
適
用
さ
れ

る
「
審
査
支
払
手
数
料
の
階
層
化
」
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

保
険
者
の
経
済
的
負
担
お
よ
び
審
査
委
員
の
労
力

負
担
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と

は
大
き
な
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
令
和
４
年
度

ま
で
審
査
支
払
手
数
料
は
「
医
科
・
歯
科
分
レ
セ
プ

ト
」
お
よ
び
「
調
剤
分
レ
セ
プ
ト
」
の
２
区
分
で
設

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
か
ら
「
医
科

・
歯
科
分
レ
セ
プ
ト
」
に
つ
い
て
簡
素
な
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
で
完
結
す
る
「
判
断
が
明
ら
か
な
レ

セ
プ
ト
」
に
関
し
、「
一
般
レ
セ
プ
ト
」
と
は
別
の

手
数
料
を
設
定
す
る
二
階
層
化
を
導
入
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。「
判
断
が
明
ら
か
な
レ
セ
プ
ト
」
と

は
、
医
学
的
判
断
を
要
し
な
い
基
本
診
療
料
、
時
間

外
加
算
等
の
各
種
加
算
、
処
方
箋
料
を
組
み
合
わ
せ

た
入
院
外
の
レ
セ
プ
ト
で
過
去
の
実
績
か
ら
査
定
が

発
生
し
て
い
な
い
レ
セ
プ
ト
の
こ
と
で
す
。

今
後
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
振
分
な
ど
の
実
績
を
踏
ま

え
、
職
員
・
審
査
委
員
が
確
認
す
る
レ
セ
プ
ト
の
割

合
や
レ
セ
プ
ト
別
の
コ
ス
ト
な
ど
検
討
に
必
要
な
実

績
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
た
上
で
、
更
な
る
階
層

化
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

―
歯
科
医
療
に
つ
い
て
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
が
は
じ
め
て
歯
科
保
健
に
関
わ
っ
た
の
は
、
92

年
に
広
島
県
庁
に
赴
任
し
た
と
き
で
す
。
当
時
、
広

島
県
歯
科
医
師
会
に
は
機
知
に
富
ん
だ
会
長
が
い
ら

っ
し
ゃ
り
、
公
衆
衛
生
に
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。「
予
防
は
大
事
」
と
い
う
こ
と
は
、
誰

も
が
口
々
に
言
う
の
で
す
が
、
当
時
ま
だ
古
い
価
値

観
が
根
強
く
、
子
ど
も
た
ち
の
う
蝕
予
防
を
本
気
で

推
進
さ
れ
る
と
う
蝕
の
患
者
が
減
っ
て
し
ま
い
、
う

蝕
の
治
療
で
診
療
収
入
を
得
る
と
い
う
歯
科
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
が
成
り
立
た
な
く
な
る
と
心
配
す
る
声

が
多
か
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
会
長
は
、「
歯
を
一
生
涯
メ
ン
テ

「
重
要
性
を
再
認
識
し
た
」歯
科
医
療
へ
の
期
待

ナ
ス
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
」
と
訴
え
、
当

時
か
ら
す
で
に
少
子
高
齢
化
を
意
識
し
、
治
療
の
中

心
を
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
も
の
へ
と
転
換
さ

せ
始
め
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
や
定
期
的
な
健
診
を
す
る
こ
と
で
、「
う

蝕
」
や
「
歯
周
病
」
の
発
生
を
限
り
な
く
抑
え
、
義

歯
で
は
な
く
自
ら
の
歯
を
維
持
し
て
い
く
「
口
腔
ケ

ア
」
を
重
視
す
る
こ
と
で
診
療
収
入
を
得
る
構
造
改

革
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

医
科
の
担
当
す
る
疾
病
に
は
、
ど
れ
だ
け
予
防
的

―
二
〇
二
五
年
問
題
が
目
前
に
迫
る
中
、
歯

科
に
期
待
す
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
嚥
下
も
含
む
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
で
す
。
や

は
り
人
が
食
事
を
美
味
し
い
と
感
じ
る
た
め
に

は
、
歯
と
口
腔
が
健
全
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
の
母
は
89
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
あ
る
時
、

急
に
食
欲
が
な
く
な
り
、
低
栄
養
と
な
り
体
が
衰
え

て
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
義
歯
の
調

子
が
悪
く
な
っ
て
い
た
の
が
原
因
で
、
歯
科
医
師
の

方
に
義
歯
の
調
整
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
す
っ
か
り

快
復
し
て
い
き
ま
し
た
。
歯
と
口
腔
の
健
康
を
保
つ

こ
と
の
意
義
を
目
に
見
え
る
形
で
体
験
し
、
歯
科
医

療
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
次
第
で
す
。

―
医
系
技
官
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

私
の
実
家
は
開
業
医
で
、
医
師
の
家
庭
に
育
ち
、

兄
も
医
師
で
す
。
元
々
、
医
学
部
に
行
き
た
い
と
い

う
意
識
が
強
く
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
の
で
す
が
、
開

業
医
の
息
子
が
医
学
部
に
進
ま
な
い
と
「
行
か
な

い
」
の
で
は
な
く
「
行
け
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る

時
代
で
、
そ
の
た
め
、
高
校
時
代
は
理
科
系
ク
ラ
ス

を
選
び
、
医
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。

中
学
・
高
校
時
代
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
や
経
営
な
ど
に

興
味
が
あ
り
、
当
時
は
城
山
三
郎
ら
の
本
を
読
み
、

特
に
堺
屋
太
一
を
愛
読
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
方
面

に
関
心
が
強
か
っ
た
た
め
、
本
当
は
文
科
系
へ
進
む

べ
き
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
学
に
入
っ
て

か
ら
も
医
学
部
に
は
公
衆
衛
生
学
と
い
う
社
会
医
学

の
分
野
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
公
衆
衛
生
の
道
に
進

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
時
の
母
校
の
公
衆
衛
生
学
教
室
で

は
、
ラ
ッ
ト
や
マ
ウ
ス
を
使
っ
た
動
物
実
験
が
中
心

「新型コロナウイルス感染症は転換期を迎えている」「社会保険診療報酬支払基金の概要と審査に係る取組み」―。

２０２２年から特別連載として、２つの大きなテーマについて執筆いただいた社会保険診療報酬支払基金理事の山本光昭氏。

その紙面は各回ともに読者からの注目度が高く、好評のうちに幕を閉じた。

今回は２度にわたる連載を終えた山本氏に、連載に込めた思いや、医療界におけるＡＩの活用などについて聞いた。

な
努
力
を
し
て
も
、
残
念
な
が
ら
罹
患
し
て
し
ま
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
う
蝕
」
や
「
歯
周

病
」
と
い
っ
た
歯
科
の
疾
病
は
、
予
防
的
な
処
置
を

徹
底
す
る
こ
と
で
、
限
り
な
く
そ
の
発
病
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
私
は
発
病
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
予
防
医
学
分
野
と
し
て
の
歯
科
に
魅
力

を
感
じ
、
８
０
２
０
運
動
に
加
え
、
５
５
２
５
運
動

の
展
開
や
、
茨
城
県
庁
に
赴
任
し
た
際
に
は
６
４
２

４
運
動
を
進
め
る
原
動
力
に
も
な
り
ま
し
た
。

で
、
人
へ
の
関
り
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
人
の
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
実
践
す
る
公
衆
衛
生
行
政

を
志
望
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
地
元
の
兵

庫
県
庁
を
就
職
先
と
し
て
希
望
し
、
県
庁
を
訪
れ
ま

し
た
が
、
当
時
の
県
庁
の
部
長
は
、
厚
生
省
か
ら
人

事
交
流
で
出
向
し
て
い
た
方
で
、
私
が
地
元
で
公
衆

衛
生
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る

と
「
若
い
う
ち
は
、
大
海
を
知
ら
ず
し
て
井
の
中
の

蛙
に
な
っ
て
は
駄
目
だ
。
国
の
職
員
を
務
め
て
か
ら

で
も
県
庁
へ
転
籍
す
る
こ
と
は
容
易
に
で
き
る
。
ま

ず
は
厚
生
省
を
受
験
し
て
入
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
厚
生
省
に
入
省
す
る

の
で
す
が
、
結
果
的
に
こ
の
判
断
は
良
か
っ
た
な
と

思
い
ま
す
。
国
に
は
い
ろ
い
ろ
な
情
報
や
人
が
集
ま

っ
て
き
て
、
自
分
に
と
っ
て
は
大
き
な
財
産
と
な
り

ま
し
た
し
、
や
り
が
い
が
あ
る
仕
事
を
担
う
こ
と
が

で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

―
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
を
。

「
感
謝
・
信
頼
・
敬
意
」
で
す
。
絶
え
ず
、
感
謝

の
気
持
ち
を
も
ち
、
信
頼
し
、
そ
し
て
敬
意
を
払
う

こ
と
で
、
人
間
関
係
だ
け
で
は
な
く
て
、
様
々
な
こ

と
が
円
滑
に
進
む
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

何
か
し
て
あ
げ
て
も
「
当
た
り
前
だ
ろ
う
」
と
言

わ
れ
て
し
ま
う
と
提
供
し
て
い
る
側
も
悲
し
く
な
り

ま
す
し
、
信
頼
関
係
が
な
い
と
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
が
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
常
に
「
感
謝
・
信

頼
・
敬
意
」
の
心
を
も
つ
こ
と
で
、
よ
り
良
い
関
係

で
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
は
医

療
・
歯
科
医
療
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

やまもと・みつあき　1984年３月、神戸大学
医学部医学科卒業後、厚生省に入省。横浜
市衛生局での公衆衛生実務を経て、広島
県福祉保健部健康対策課長、厚生省健康
政策局指導課課長補佐、同省国立病院部
運営企画課課長補佐、茨城県保健福祉部
長、厚生労働省東京検疫所長、内閣府参事
官（ライフサイエンス担当）、独立行政法人
国立病院機構本部医療部長、独立行政法
人福祉医療機構審議役、厚生労働省近畿
厚生局長などを歴任し、15年７月、厚生労
働省退職。兵庫県健康福祉部医監、同県健
康福祉部長、東京都中央区保健所長を経
て、21年４月より現職。�

セ
プ
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ

り
、
Ａ
Ｉ
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
事
務
の
効
率
化
・
高
度
化

を
図
り
、
審
査
委
員
の
審
査
の
サ
ポ
ー
ト
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
く
方

針
で
す
。

―
医
療
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
の
可
能

性
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
医
療
分
野
で
も
様
々
な
Ａ
Ｉ
が
研
究
開
発
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
に
医
師
・
歯
科
医

師
と
置
き
換
わ
る
と
は
考
え
に
く
い
と
思
い
ま
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おおばやし・つかさ　日本経済新聞社編集委
員。1984年早稲田大学卒業、日本経済新
聞社入社。千葉支局記者などを経て90年
から東京本社経済部記者として通商産業
省（現経済産業省）、日本銀行、経済企画庁
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BREXITを決めた英国民投票を取材。17
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職。慶應義塾大学総合政策学部特別招聘
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―
岸
田
文
雄
首
相
は
次
元
の
異
な
る
少
子
化

対
策
の
実
施
を
約
束
し
ま
し
た
が
、日
本
の「
少

子
高
齢
社
会
」と「
二
〇
四
〇
年
問
題
」な
ど
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
は
日
経
の
記
者
と
し
て
こ
の
20
年
、一
貫
し
て
ウ

ォ
ッ
チ
し
て
来
た
の
が
い
わ
ゆ
る「
少
子
高
齢
問
題
」

で
す
。22
年
の
出
生
数
は
79
万
９
７
２
８
人
で
遂
に
80

万
人
を
下
回
り
、こ
の
５
年
間
で
20
万
人
近
く
も
減

少
し
て
い
ま
す
。た
だ
、そ
の
推
移
を
冷
静
に
見
る
と
、

　
21
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
30
で
、
６
年
連

続
で
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
私
は
、
出
生
数
減
少

の
要
因
は
、
出
産
適
齢
期
の
女
性
（
母
親
）
が
減

り
、
女
性
１
人
が
産
む
子
ど
も
の
数
も
減
り
、
そ
の

２
つ
が
ダ
ブ
ル
で
到
来
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
捉

え
て
い
ま
す
。
そ
の
解
決
策
は
、
出
産
適
齢
期
女
性

の
１
人
当
た
り
の
出
生
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
だ
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
岸
田
首
相
は
３
月
17
日
に
行
っ

た
少
子
化
対
策
関
連
の
記
者
会
見
で
、
基
本
理
念
と

し
て
、
若
い
人
を
経
済
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
社
会

全
体
に
よ
る
子
育
て
推
進
の
た
め
男
性
の
育
児
休
業

の
取
得
率
向
上
を
図
る
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
す

る
、
と
の
３
点
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
は
具
体
策
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

私
は
、「
結
婚
し
た
い
が
で
き
な
い
」
若
者
を
ど
う

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
未
婚
で
も
出
産

す
る
婚
外
子
の
ケ
ー
ス
が
半
分
以
上
を
占
め
、
イ
ギ

リ
ス
も
半
分
近
く
が
婚
外
子
で
す
。
こ
れ
ら
の
国
で

は
婚
外
子
と
そ
の
両
親
へ
の
支
援
策
が
整
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
（
シ
ン
グ

ル
フ
ァ
ー
ザ
ー
）
へ
の
支
援
も
手
厚
い
で
す
。
日
本

は
主
要
国
の
中
で
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
最
も
冷
た
い

国
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。
日
本
の
婚
外
子
は
２

～
３
％
で
、
日
本
で
は
法
律
婚
の
夫
婦
が
出
産
す
る

も
の
と
い
う
伝
統
的
な
考
え
方
の
壁
が
あ
り
、
未
婚

で
の
出
産
と
育
児
へ
の
支
援
策
は
少
な
い
の
で
す
。

　
岸
田
首
相
の
対
策
は
生
後
の
子
ど
も
対
策
が
中
心

で
す
が
、
私
は
こ
れ
か
ら
産
み
た
い
と
い
う
若
者
を

徹
底
的
に
支
援
す
る
ほ
う
が
良
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
中
央
省
庁
再
編
前
の
90
年
代
、
私
は
当
時
の
経

済
企
画
庁
の
取
材
を
し
て
い
ま
し
た
。
既
に
日
本
の

人
口
減
少
と
少
子
化
問
題
、
そ
の
延
長
に
あ
る
中
長

期
の
諸
問
題
が
、
税
制
は
特
に
消
費
税
の
こ
と
を
含

め
て
セ
ッ
ト
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
私
は
編
集
委
員
に
な
っ
て
か
ら
も
人
口
減
少

い
ず
れ
出
生
数
が
70
万
人
台
に
減
る
こ
と
は
、20
年
以

上
も
前
か
ら
予
測
可
能
で
し
た
。そ
れ
を
食
い
止
め
る

の
が
少
子
化
対
策
だ
っ
た
の
で
、80
万
人
割
れ
は
政
府

の
少
子
化
対
策
の
失
敗
を
意
味
し
ま
す
。

　
結
婚
す
る
こ
と
、子
ど
も
を
産
む
こ
と
は
個
人
の
選

択
の
自
由
で
あ
り
、戦
前・戦
時
中
の「
産
め
よ
殖
や
せ

よ
」と
は
違
い
ま
す
。で
も
、「
子
ど
も
を
産
み
た
い
、育

て
た
い
」気
持
ち
が
あ
る
の
に
、そ
れ
が
で
き
ず
に
我

慢
し
て
い
る
理
由
が
あ
る
の
な
ら
、少
子
化
対
策
が
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
当
て
は
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。岸
田
首
相
は
年
頭
記
者
会
見
の
中
で
、「
社
会

機
能
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
の
瀬
戸
際
」と
指
摘
し

ま
し
た
が
、人
口
減
少
と
は
、日
本
の
国
力
の
源
泉
と

国
と
し
て
の
存
立
基
盤
の
危
機
に
関
わ
る
重
要
な
問

題
で
す
。し
か
も
、高
齢
化
に
伴
う
高
齢
者
人
口
の
増

加
が
人
口
問
題
や
社
会
に
与
え
る
影
響
は
極
め
て
大

き
い
た
め
、私
は
少
子
化
と
高
齢
化
は
別
々
に
考
え
た

ほ
う
が
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
人
間
に
寿
命
が
あ

る
以
上
、死
亡
者
数
の
増
加
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

少
子
化
は
政
策
や
対
策
の
実
施
で
あ
る
程
度
の
歯
止

め
が
効
く
た
め
で
す
。さ
ら
に
、「
少
子・高
齢
社
会
」よ

り
も「
少
産
多
死
社
会
」と
捉
え
、必
要
な
政
策
や
対

策
を
検
討
し
、実
施
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
少
産
多
死
社
会
へ
の
有
効
な
対
策
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。

考
え
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
高
齢
者
が
増
え
る

と
、
政
治
家
に
し
て
み
れ
ば
自
分
た
ち
に
投
票
し
て

く
れ
る
高
齢
者
に
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
必

要
が
あ
り
、
高
齢
者
へ
の
給
付
抑
制
は
や
り
に
く

い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
い

わ
ゆ
る
〝
シ
ル
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
〟〝
シ
ル
バ
ー

民
主
主
義
〟
で
す
。

　
出
生
数
減
少
に
よ
り
、
人
口
的
に
、
高
齢
者
は
若

者
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
高

齢
者
は
投
票
率
も
高
い
。
こ
れ
に
対
し
、
若
者
は
人

口
が
少
な
い
上
に
投
票
率
が
低
い
。
こ
れ
で
は
、
シ

ル
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
選
挙
権
を
18
歳
ま
で
下
げ
た
こ
と
は
半
歩
前
進
で

す
。
私
は
も
う
1
つ
、「
な
ぜ
15
歳
、
16
歳
は
選
挙

権
を
持
て
な
い
の
か
」
と
い
う
根
源
的
な
問
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
15
歳
や
16
歳
で
も
政
治
的
な
こ
と
が
判
断
で
き
る

人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
百
歩
譲
っ
て
、
仮
に
そ
う

し
た
力
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
親
１
人

が
２
票
を
持
ち
、
１
票
は
自
分
の
利
益
の
た
め
、
も

う
１
票
は
子
ど
も
の
利
益
を
考
え
て
投
票
す
れ
ば
良

い
の
で
す
。
そ
れ
と
併
せ
、
中
学
生
頃
に
国
会
議
事

堂
を
見
学
す
る
際
、
審
議
を
傍
聴
す
る
な
ど
し
て
政

治
教
育
を
行
っ
た
り
、
霞
が
関
の
省
庁
を
見
学
し
、

官
僚
が
政
策
立
案
す
る
場
面
に
触
れ
る
な
ど
を
し
な

け
れ
ば
、
シ
ル
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
変
わ
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
年
金
問
題
に
も
、
シ
ル
バ
ー
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
影
響
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

―
年
金
問
題
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
問
題
に
関
し
て
は
、
04
年
か
ら
導
入
さ
れ
た

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
機
能
が
発
揮
で
き
な
か
っ

た
の
も
、
シ
ル
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
問
題
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
ス
ラ
イ
ド
調
整
率
を
1
％

と
仮
定
し
た
場
合
、
消
費
者
物
価
が
３
％
上
昇
し
て

も
年
金
の
上
昇
率
は
２
％
に
抑
え
る
の
が
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
の
考
え
方
で
、
物
価
や
賃
金
に
は
フ
ル

に
連
動
し
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
物
価
が
上
が
ら
な
い

時
は
、
こ
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
適
用
し
な
い

と
い
う
例
外
規
定
が
あ
る
た
め
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

30
年
近
く
に
わ
た
っ
て
デ
フ
レ
が
続
き
、
物
価
も
賃

金
も
ほ
と
ん
ど
上
が
ら
な
い
た
め
、
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
が
発
動
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
現

在
の
年
金
の
実
質
価
値
が
か
え
っ
て
上
昇
し
た
と
い

う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。
な
ら
ば
、

実
質
的
に
年
金
を
下
げ
れ
ば
良
い
わ
け
で
す
が
、
政

治
は
そ
れ
を
避
け
た
。
こ
こ
に
シ
ル
バ
ー
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
影
響
を
感
じ
ま
す
。
そ
う
し
て
い
る
間
に
二

若
者
の
声
で
フ
ェ
ア
な
世
界
へ

若
者
の
声
で
フ
ェ
ア
な
世
界
へ

〇
四
〇
年
問
題
な
ど
が
浮
上
し
た
の
で
す
。

　
04
年
の
年
金
改
革
は
、
当
時
の
与
党
が
「
１
０
０

年
安
心
年
金
」
と
銘
打
っ
て
、
最
後
の
大
改
革
と
位

置
付
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
「
以
降
は
抜
本
的
な
改

革
は
で
き
な
い
」
と
い
う
呪
縛
に
囚
わ
れ
た
の
だ
と

想
像
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
に
、
70
年
代
前
半
に
生
ま

れ
た
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
、
ま
た
は
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
の
子
ど
も
た
ち
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
高
齢
者
に

な
っ
た
時
の
諸
問
題
が
指
摘
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
特
徴
は
高
校
・
大
学
卒
業
時
は
バ
ブ

ル
経
済
崩
壊
後
の
就
職
氷
河
期
で
、
正
社
員
に
な
れ

ず
非
正
規
社
員
で
働
き
、
未
だ
に
そ
の
就
業
状
態
の

人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
年
金
保
険

料
を
順
調
に
は
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
低
年
金

―
医
療
・
歯
科
医
療
の
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
利
活
用
の
必
要
性
や
今
後
の
展
望
を
。

　
デ
ジ
タ
ル
な
し
で
は
、
今
後
の
医
療
も
歯
科
医
療

も
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
は
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
が
直
面

し
、
付
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
象
で
す
。
た

だ
、
人
間
は
生
ま
れ
つ
き
ア
ナ
ロ
グ
な
存
在
で
す
か

ら
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
を
ど
う
調
和
さ
せ
て
い

く
の
か
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
デ
ジ
タ
ル
は
様
々
な
シ
ー
ン
で
診
断
と
診
療
に
プ

ラ
ス
に
な
る
面
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
あ
ま
り
普

及
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
医
科
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な

ど
は
そ
の
一
例
で
す
。
診
療
の
中
で
、
対
面
と
オ
ン

ラ
イ
ン
を
臨
機
応
変
に
使
い
分
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
た
だ
、
歯
科
治
療
で
は
歯
を
削
っ
た
り
、
加
工

を
施
し
た
り
す
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
な
く
対

面
診
療
の
要
素
が
多
い
で
す
。
し
か
し
、
電
子
カ
ル

テ
を
導
入
し
て
諸
デ
ー
タ
も
蓄
積
し
、
患
者
さ
ん
の

日
常
生
活
の
う
ち
、
特
に
歯
科
と
密
接
に
関
係
し
て

い
る
食
生
活
分
野
の
指
導
に
役
立
て
る
１
つ
の
有
効

な
手
段
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
活

用
に
よ
り
、
歯
周
病
と
全
身
疾
患
と
の
関
連
な
ど
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

―
歯
科
医
療
充
実
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
。

　
私
自
身
は
こ
れ
ま
で
特
に
、
歯
科
診
療
報
酬
に
フ

ォ
ー
カ
ス
を
当
て
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ

大林尚氏は、平成の30年間を日本経済新聞の経済部記者として経済政策の取材に費やし、その中で、人口減少問題がいずれ現実

になると強く意識。現在もその視点からの執筆をテーマに選び、消費税を基礎年金の財源に充てることなどの社論を展開する。

取材と記事の執筆に際しては、社会保障・財政の持続性向上とフェアに基づく世代間格差の緩和、若い世代の利益の確保の視点

を重視。今回は、その大林氏に日本が直面する「少産多死社会」への政策や、社会保障制度に存在する格差について聞いた。

や
無
年
金
の
人
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
二
〇

四
〇
年
問
題
の
一
端
で
す
。

　
私
は
、
基
礎
年
金
の
財
源
を
全
額
消
費
税
に
す
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
税
方
式
で
す
。

消
費
税
は
誰
も
が
支
払
う
た
め
、
政
府
に
と
っ
て
は

取
り
は
ぐ
れ
は
な
く
、
フ
ェ
ア
な
仕
組
み
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
こ
そ
が
決
定
的
な
年
金
の
抜
本
改
革
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
パ
ー
ト
主
婦
な
ど
の
方
の
、
い

わ
ゆ
る
年
収
の
壁
問
題
に
し
て
も
、
年
金
保
険
料
の

負
担
を
避
け
つ
つ
手
取
り
賃
金
を
減
ら
さ
ぬ
よ
う
就

業
調
整
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
基
礎
年
金
財
源
を

消
費
税
に
す
れ
ば
、
基
礎
年
金
の
保
険
料
そ
の
も
の

が
な
く
な
り
、
就
業
調
整
の
心
配
も
な
く
な
り
ま

す
。

ん
が
、
診
療
報
酬
改
定
は
医
科
に
偏
り
過
ぎ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
咀
嚼
と
嚥
下
は
、
人
間
が
生
き
て
行

く
上
で
極
め
て
重
要
な
機
能
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
医

科
と
の
接
点
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
口
腔
の
健
康

に
責
任
を
持
つ
の
は
歯
科
医
師
だ
と
思
い
ま
す
。

　
増
え
続
け
る
高
齢
者
の
咀
嚼
機
能
と
嚥
下
機
能
を

ど
う
維
持
す
る
か
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
暮
ら
し
の
質
）
の

維
持
を
踏
ま
え
て
も
極
め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
、
そ
こ
に
歯
科
の
先
生
が
積
極
的
に
出
て
、「
こ

の
テ
リ
ト
リ
ー
を
責
任
を
も
っ
て
受
け
持
つ
の
は
歯

科
医
師
だ
」
く
ら
い
の
気
構
え
で
、
も
っ
と
声
を
あ

げ
、
存
在
感
を
発
揮
し
、
日
頃
の
診
療
に
当
た
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
を
。

　
「
フ
ェ
ア
」
で
す
。
フ
ェ
ア
は
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
日
本
語
で
は
「
公
平
」「
公
正
」
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
応
じ
た
フ
ェ
ア
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
フ
ェ
ア
な
世
界
を
実
現
す
る
前
提
と
し
て
、
若

者
が
声
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
。
こ

の
こ
と
を
大
学
の
授
業
で
話
す
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
現
実
を
知
ら
な
い
若
者
が
少
な
く
な
い
で
す
。

　
た
だ
、
自
分
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
分
か

る
と
、
目
の
輝
き
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
状
況
を

き
ち
ん
と
知
っ
て
も
ら
う
。
教
育
と
は
そ
う
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

OHBAYASHI TsukasaOHBAYASHI Tsukasa大林　尚日本経済新聞社　編集委員

「少産多死社会」への政策と対策を

や
少
子
高
齢
問
題

に
取
り
組
み
、
中

で
も
注
目
し
た
の

は
、
日
本
の
社
会

保
障
制
度
に
存
在

す
る
不
公
平
や
格

差
で
す
。
そ
の
原

因
は
負
担
と
給

付
、
端
的
に
い
う

と
高
齢
者
ほ
ど
優

遇
さ
れ
、
若
い
人

ほ
ど
冷
遇
さ
れ
て

い
る
点
に
あ
る
と



「
医
療
情
報
・
シ
ス
テ
ム
基
盤
整
備
体
制
充
実
加
算
」

再
診
時
も
算
定
可
能
に

加
算
算
定
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
が
条
件

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
さ
ら
に
レ
セ

プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
し

て
い
る
医
療
機
関
に
お
い
て
算

定
で
き
る
「
医
療
情
報
・
シ
ス

テ
ム
基
盤
整
備
体
制
充
実
加

算
」
は
、
４
月
か
ら
12
月
ま
で

の
時
限
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

健
康
保
険
証
を
提
示
し
た
患
者

表１：問診票の標準的な項目
①マイナ保険証による診療情報の取得に同意したか
②他の医療機関からの紹介状を持っているか
③本日受診した症状について（症状の内容、発症時期、経過等）
④現在、他院に通院しているか（医療機関名、受診日、治療内容等）
⑤ 現在、処方されている薬があるか（薬剤名、用量、投薬期間等）　
⑥これまでに大きな病気（入院や手術を要する病気等）にかかったことがあるか（病名、時期、医療機関名、治療内容等）
⑦この１年間で健診（特定健診、高齢者健診、歯科健診）を受診したか（受診時期、指摘事項等）
⑧これまでに薬や食品などでアレルギーを起こしたことがあるか（原因となったもの、症状等）
⑨（女性の場合のみ）現在、妊娠中又は授乳中であるか（妊娠週数等）
※問診票は、①～⑨をすべて含む必要があるが、不足している項目を現在使用している問診票に加える対応でもよい。
※加えて、1 診療情報を取得・活用することにより、質の高い医療の提供に努めていること、2 正確な情報を取得・活
用するため、マイナ保険証の利用に協力をいただいきたいこと、3 加算１（初診時）：６点（健康保険証を利用した場
合）、加算２（初診時）：２点（マイナ保険証を利用した場合）、加算３（再診時）：２点（健康保険証を利用した場合：月１
回）を問診票に含める必要がある。

図１：算定のフローチャート

初
診
時

再
診
時

健康保険証
電子証明書が
読み取り不可

（破損 ･失効）

〃
読み取り可能

情報の取得
同意なし

医療情報・シス
テム基盤整備体
制充実 加算１

（６点）

医療情報・シス
テム基盤整備体
制充実 加算２

（２点）

医療情報・シス
テム基盤整備体
制充実 加算 ３

（月１回に限り２点。
加算 1 または 2 を算
定している月は除く）

加算なし

問診票による問診
の実施で確認
（表1参照）

問診の実施で確
認（問診票の作成
までは要しない）

〃
同意あり

情報の取得
同意なし

〃
同意あり

電子証明書が
読み取り不可

（破損 ･失効）

〃
読み取り可能

マイナ保険証

健康保険証

マイナ保険証

算定するための要件 （１）オンライン請求を行っている。
（２）オンライン資格確認システム（オン資）を導入している。
（３）薬剤情報、特定健診情報などの診療情報を取得・活用している。
（４）（２）～（３）について院内掲示及びホームページで掲示。
（５）初診時は標準的な項目を含む問診票を使用している。

【届出期限及び算定開始】
原則、届出した月の翌月から算定できる。
※なお、２０２３年４月診療分から当該加算を算
定するには、４月１０日までに届出すればよい。
【届出方法】
届出書類（エクセルファイル）に入力の上、
online-seikyu@mhlw.go.jp
に送信。
※紙媒体で届け出る場合は、厚生局に郵送。

に
つ
い
て
は
、
初
診
時
の
４
点

が
６
点
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
再

診
時
に
も
月
１
回
に
限
り
２
点

を
加
算
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

（
図
１
算
定
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
）。
な
お
、
初
診
時
に
６
点

ま
た
は
２
点
を
加
算
し
て
い
る

場
合
、
同
月
内
の
再
診
時
に
２

点
は
加
算
で
き
な
い
。

加
算
す
る
に
あ
た
り
、
初
診

時
に
は
標
準
的
な
項
目
を
含
め

た
問
診
票
（
表
１
問
診
票
の
標

準
的
な
項
目
）
で
、
再
診
時

は
、
問
診
票
の
作
成
は
要
し
な

い
が
、
健
康
保
険
証
を
提
示
し

た
患
者
が
対
象
で
、
シ
ス
テ
ム

か
ら
診
療
情
報
等
を
取
得
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、初
診
時
に
行

っ
た
問
診
等
で
診
療
情
報
等
の

確
認
が
必
要
で
あ
る
。当
該
加

算
は
、自
動
的
に
加
算
で
き
る

わ
け
で
は
な
く
、そ
の
都
度
診

療
情
報
等
の
確
認
を
要
す
る
た

め
、注
意
が
必
要
で
あ
る
。
具

体
的
な
症
例
は
、本
紙
９
面
の

症
例
研
究
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

オ
ン
資
運
用
時

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
へ
の
対
応

 教えて！ 教えて！

 会長!! Vol. 会長!! Vol.6969
本
年
３
月
31
日
ま
で
に
原
則

導
入
と
さ
れ
て
き
た
オ
ン
資
シ

ス
テ
ム
で
す
が
、
経
過
措
置
の

猶
予
届
出
書
を
出
さ
れ
た
本
会

会
員
は
少
な
く
な
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
一
定
期
間
猶
予

さ
れ
る
だ
け
の
た
め
、
オ
ン
資

シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
る
医

療
機
関
の
ほ
か
、
こ
れ
か
ら
運

用
を
開
始
す
る
医
療
機
関

は
、
時
間
経
過
と
と
も
に
オ
ン

資
対
応
の
機
会
が
増
加
し
て
い

く
で
し
ょ
う
。

運
用
開
始
後
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
は
、
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
（
以
下
、
保
団
連
）
が

行
っ
た
調
査
結
果
を
２
０
２
２

年
11
月
に
公
表
し
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
結
果
は
同
年
12

月
の
本
紙
で
紹
介
し
ま
し
た

が
、
運
用
さ
れ
て
い
る
医
療
機

関
が
増
加
し
て
い
ま
す
の

で
、
厚
労
省
が
昨
秋
に
示
し
た

「
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
ケ
ー
ス
へ

の
対
応
」
と
と
も
に
お
伝
え
し

ま
す
。

ま
た
、
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
運
用
開
始
済
み
の
医
療
機

関
の
う
ち
「
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
」
と
回
答
し
た
中
で
、
最
も

多
か
っ
た
の
は
、「
被
保
険
者

情
報
が
迅
速
に
反
映
さ
れ
な
い

（
有
効
な
保
険
証
で
も
『
無

効
』
と
表
示
さ
れ
た
）」
が
62

％
。
次
に
多
か
っ
た
の
は
、

「
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
不
具

合
」
の
41
％
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
（
Ｎ=
855
）。
ど
ち
ら
の
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
（
以
下
、
オ
ン
資
シ
ス

テ
ム
）
の
導
入
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
気
に

な
り
ま
す
。

ラ
ブ
ル
も
診
療
が
で
き
な

い
、
確
認
に
時
間
が
か
か
る
な

ど
の
影
響
が
あ
り
、
患
者
さ
ん

の
待
ち
時
間
が
長
く
な
る
、
治

療
が
滞
る
、
治
療
時
間
が
短
く

な
る
な
ど
、
オ
ン
資
運
用
前
に

は
起
こ
ら
な
か
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
ケ
ー
ス
へ

の
対
応
方
法
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

22
年
10
月
に
「
イ
レ
ギ
ュ
ラ

ー
な
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
の
整
理

に
つ
い
て
」
と
し
て
５
つ
の
ケ

ー
ス
が
厚
労
省
か
ら
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
３
つ
の
ケ
ー
ス

を
取
り
上
げ
ま
す
。

ケ
ー
ス
①
…
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
ま
た
は
被
保
険
者
証
、
両

方
を
不
持
参
の
場
合

現
行
の
被
保
険
者
証
を
忘
れ

た
場
合
と
同
じ
対
応
で
、
一
時

的
に
患
者
が
10
割
分
を
医
療
機

関
に
支
払
い
、
後
日
、
資
格
確

認
を
医
療
機
関
で
確
認
し
た
上

で
自
己
負
担
割
合
に
応
じ
た
額

を
患
者
に
返
金
す
る
。

ケ
ー
ス
②
…
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
故
障
な
ど
し
た
場
合

患
者
に
被
保
険
者
証
を
提
示

し
て
も
ら
い
、
資
格
情
報
を
確

認
し
、
負
担
割
合
に
応
じ
て
手

続
き
を
す
る
。
被
保
険
者
証
が

提
示
さ
れ
な
い
場
合
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
、
資
格
確

認
（
シ
ス
テ
ム
障
害
・
大
規
模

災
害
時
）
機
能
を
起
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、
検
索
が
可
能
と
な

り
、
患
者
情
報
に
よ
り
検
索

し
、
資
格
確
認
を
行
う
。

ケ
ー
ス
③
…
転
職
な
ど
に
よ
り

保
険
者
を
異
動
し
た
直
後
の
場

合

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

参
し
た
場
合
、
資
格
確
認
を
行

う
と
「
無
効
」
と
表
示
さ
れ

る
。
患
者
が
新
保
険
者
発
行
の

被
保
険
者
証
を
持
っ
て
い
る
場

合
は
、
被
保
険
者
証
に
基
づ
き

自
己
負
担
分
を
請
求
す
る
。
被

保
険
者
証
を
持
っ
て
い
な
い
場

合
は
10
割
を
請
求
し
、
後
日
、

資
格
情
報
を
確
認
し
た
上
で
自

己
負
担
割
合
に
応
じ
た
額
を
患

者
に
返
金
す
る
。

以
上
、
３
つ
の
ケ
ー
ス
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
既
に
以
下
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
０
８
０
０

―
０
８
０
―
４
５
８
３
・
通

話
無
料
）
月
〜
金
８
時
〜

18
時
、土
８
時
〜
16
時
（
い

ず
れ
も
祝
日
を
除
く
）

・「
緊
急
時
医
療
情
報
・
資
格

確
認
機
能
」
開
放
ま
で
お
よ

そ
30
分
間
程
度
か
か
る

多
く
の
医
療
機
関
は
、
18
時

以
降
も
診
療
を
し
て
い
ま
す

が
、
時
間
外
は
対
応
し
て
く
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
対
応
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
間
患
者
さ
ん

を
待
た
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
既
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

て
電
話
さ
れ
た
会
員
に
聞
く

と
、「
全
く
電
話
が
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
」と
の
こ
と
で
し
た
。

現
在
、
医
科
の
団
体
で
あ
る
東

京
保
険
医
協
会
が
国
を
相
手
に

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不

存
在
確
認
等
請
求
訴
訟
」
を
起
こ

し
て
い
ま
す
。
本
会
会
員
、
さ
ら

に
全
国
の
医
師
、
歯
科
医
師
が
原

告
団
に
加
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
詳

細
は
本
紙
３
月
号
、
デ
ン
タ
ル
ブ

ッ
ク
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
に
て
既
に

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、「
内

容
を
詳
し
く
知
り
た
い
」
な
ど
の

お
問
い
合
わ
せ
は
協
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
既
に
オ
ン
資
を
導
入

さ
れ
て
い
る
先
生
か
ら
、
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
事
例
が
協
会
ま
で

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
会
議

員
や
厚
労
省
に
対
し
て
、
義
務

化
撤
回
、
改
善
要
望
・
要
求
を

行
う
に
あ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
事

例
を
多
く
集
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
４
月
初
旬
を
目
指
し

て
、
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
、
困

っ
た
こ
と
な
ど
を
協
会
に
報
告

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
詳
細

は
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
メ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ス
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
や
お
困

り
の
事
例
な
ど
を
ぜ
ひ
、
協
会

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長　
坪
田
有
史

オンライン資格確認システムオンライン資格確認システム
導入後のトラブル事例導入後のトラブル事例

報告フォーム報告フォーム
　オンライン資格確認システム導入
に関するトラブル事例を収集するた
め、以下のQRコードよりアクセスで
きる「報告フォーム」を準備していま
す。完成次第、協会ホームページやメ
ールニュースでご案内します。
　トラブル事例は、国
会議員や厚生労働省
に対して、義務化の撤
回、改善要望・要求を
行う際に活用する予
定です。トラブルやお
困りの事例をお寄せ
ください。

報告フォーム

レセプトのオンライン請求に係る
特例措置について

現時点でレセプトのオンライン請求を行って
いない医療機関が、２０２３年１２月３１日まで
にオンライン請求を開始する旨を届出（様式
２の５）した場合は、同年１２月末まで当該加算
を算定できる。

時限措置

（ 8）第６３７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）４月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com



月日 部位 療法・処置 点数

初診 （健康保険証で資格確認）

医療情報・システム基盤整備体制充実加算１ 注①②③

問診票確認：特記事項無し。 注④ ／

冠 遠心辺縁歯肉部の発赤と膿瘍を認める。 ／

プロービング時に出血あり。 ／

快恢快
廓紀廓

パノラマ パ電

全顎的に歯根長の ４程度の水平的な骨吸収を認める。 ／

冠の遠心部に垂直性の骨欠損像を認める。 ／

急性症状が落ち着き次第歯周治療が必要と説明。 ／

生活上の注意事項も同時に説明した。 ／

冠 浸麻 オーラ注歯科用カートリッジ ｍｌ

切開（歯肉膿瘍）

遠心辺縁歯肉部膿瘍を ｍｍメスにて切開 排膿（ ）。 ／

処方箋 一般名処方加算２ 注⑤

アモキシシリンカプセル ㎎ 回 日 回 日分 ／

再診 明細 （健康保険証で資格確認） 注⑥

冠 （ ₂ ₂） ／

咬合調整（二次性咬合性外傷）（ 歯未満）

少し食べやすくなったとのこと。発赤は軽減。 ／

次回治療計画を提示。 ／

再診 明細 （健康保険証で資格確認）

医療情報・システム基盤整備体制充実加算３ 注⑦

問診で薬剤情報や健診などを確認。特記事項無し。 ／

快恢快
廓紀廓

Ｐ精検 （検査結果 略）

歯管 文

快恢快 スケーリング ×

再診 明細（マイナ保険証で資格確認。情報取得）注⑧

蒲噛蒲 スケーリング ×

歯管 文

医医療療情情報報・・シシスステテムム基基盤盤
整整備備体体制制充充実実加加算算

「医療情報・システム基盤整備体制充実加算」の特例措置が設
けられ、 年 月から 月までの間、一部点数が引き上げら
れ、再診時に算定できるようになった。算定要件を解説する。

なお、算定要件の詳細については、本紙８面に掲載をしてお
り、併せてご覧頂きたい。

患者： 歳・男性

主訴：右下の奥歯から血がでる。右で食べにくい。

所見：冠 部の歯肉の発赤、動揺が確認できる。

傷病名： ₂ 冠 Ｐ急発 ＧＡ

施設基準：歯初診、明細、医療情報・システム基盤整備体制充実加算

《解説》

注① 初診時に健康保険証で資格確認を行った場合は、医療情報・シ
ステム基盤整備体制充実加算１（６点）となる。

注② 医療情報・システム基盤整備体制充実加算を算定する場合は、
以下のすすべべててのの要要件件をを満満たたすす必必要要ががああるる（施設基準の届け出は不要）。

（１）オンライン請求を行っている。
（２）オンライン資格確認システム（オン資）を導入している。
（３）薬剤情報、特定健診情報などの診療情報を取得・活用している。
（４）（２）～（３）について院内掲示及びホームページで掲示。
（５）初診時は標準的な項目を含む問診票を使用している。

院院内内掲掲示示のの例例

当医院ではオンライン資格確認システムを導入しており、マイ
ナンバーカードを健康保険証として利用できます。
患者さんの薬剤情報等の診療情報を取得・活用し、質の高い医

療提供に努めています。

注③ 年 月 日までにオンライン請求を開始する予定があれば、
届出により、オンライン請求をしていない場合でも医療情報・システ
ム基盤整備体制充実加算を算定できる。

特特例例措措置置
• オオンンラライインン請請求求をを行行っってていいなないい場場合合でも、 年 月 日までに

オンライン請求を開始する届届けけ出出を行う場合、 ～ 月までの間は
施設基準を満たしているとみなして医療情報・システム基盤整備
体制充実加算を算定することができる。

• 次のいずれかの方法で「様式２の５」を記入し届け出をする。届
出後は翌月から算定できるが、 月からの分については 月 日が
届出期限となる

（ア）届出書類（電子ファイル）を へ
メール

（イ）紙媒体で届出する場合、関東信越厚生局東京事務所へ郵送
する

注④ 初診時の医療情報・システム基盤整備体制充実加算１または２
を算定する場合は、標準的な問診票を使用し、受診歴、薬剤情報、特
定健診情報などを確認する必要がある。

問診票の項目などの詳細は、本紙８面をご参照頂きたい。

注⑤ 年年 ～～ 月月ままででの間、一般名処方加算が２点引き上げられ
た。（症例では５→７点）。なお院内掲示が必要である。

院院内内掲掲示示のの例例

医薬品供給が不安定な状況となっても適切な治療を提供する観点か
ら、医薬品の処方については、有効成分が同じであればどの医薬品
（後発医薬品含む）でも薬局で調剤可能となる「一般名処方」を行っ
ており、その旨の十分な説明を実施しています。

注⑥ 再診時の医療情報・システム基盤整備体制充実加算３（２点）
は、初初診診時時のの加加算算とと同同月月にに算算定定ででききなないい。。

注⑦ 再診時、健康保険証を持った患者で、問診などにより薬剤情報、
健診情報の情報を確認した場合は、医療情報・システム基盤整備体制
充実加算３が算定できる（（月月 回回限限りり））。

注⑧ ママイイナナ保保険険証証にによよりり、、オオンンラライインン請請求求シシスステテムムかからら情情報報をを取取得得
ししたた場場合合、、再再診診時時にに医医療療情情報報・・シシスステテムム基基盤盤整整備備体体制制充充実実加加算算３３はは加加
算算ででききなないい。

＊実態に即してご請求ください＊

快恢快
廓紀廓

のリンク先で「様式２の５」のダウンロードができます。

（ 9） 第６３７号 ２０２３年（令和５年）４月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



協
会
活
動
日
誌
　
２
０
２
３
年
３
月

  1 水  第11回経営管理部会
  2 木  医事相談研究会
  3 金  第12回総務会議
  4 土  第２回会員地区懇談会(城南地区)
  5 日  医科歯科連携研究会2022
  6 月  第12回共済部会
  7 火  第12回広報・ホームページ部会、
　　   第１回選挙管理委員会
  8 水  第９回医事相談部会
  9 木  第20回理事会
10 金  第６回メディア懇談会、第２回次
　　   期診療報酬改善要望小委員会
11 土  第２回会員地区懇談会(多摩地区)
13 月  第10回地域医療部会

15 水  第10回財政部会、国会行動、「保
　　   険でよい歯を」東京連絡会世話人会
16 木  無料相談デー、第２回歯科技工士
　　　問題検討委員会、休保審査会（医科）
17 金  第９回政策委員会
18 土  第２回会員地区懇談会(城東地区)
22 水  院内感染防止対策講習会、第３回
　　　50周年企画運営委員会
23 木  第11回社保･学術部会、保険証廃
　　　止反対の国会内集会
24 金  第21回理事会
25 土  休保審査会（全国）
29 水  第11回組織部会 
30 木  院内感染防止対策講習会

おくむら ・ まさる　オクネット代
表、歯科ジャーナリスト。明治
大学政治経済学部卒業、東京歯
科技工専門学校卒業。日本歯科
新聞社記者・雑誌編集長を歴
任、退社。さらに医学情報社創
刊雑誌の編集長歴任。その後、
独立しオクネットを設立。「歯科
ニュース」「永田町ニュース」を
ネット配信。明治大学校友会代
議員(兼墨田区地域支部長)、明
大マスコミクラブ会員。

奥村 勝
Masaru Okumura

（ 1 0）第６３７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）４月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

◆
第
20
回
理
事
会
◆

　

３
月
９
日
㈭
、午
後
７
時

00
分
～
10
時
08
分
。会
長
、副

会
長
５
名
、理
事
16
名
、監
事

２
名
、事
務
局
15
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証

関
連
、電
子
処
方
箋
、診
療
報

酬
改
定
に
つ
い
て
、そ
の
他

（
国
民
皆
歯
科
健
診
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、日
本
歯

科
医
師
会
会
長
予
備
選
挙
結

果
な
ど
）
の
報
告
を
確

認
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義

務
不
存
在
確
認
等
請
求
訴

訟
】　
会
員
に
原
告
団
へ
の

参
加
案
内
を
Ｆ

Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス

「
Ｆ
―
Ｎ
Ｅ

Ｘ
」や
デ
ン
タ

ル
ブ
ッ
ク
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス

で
実
施
し
た
こ
と
、お
よ
び

原
告
団
参
加
の
申
し
込
み
状

況
の
報
告
を
確
認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
ア
ン

ケ
ー
ト
付
き
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

と
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
を
求
め
る
」請
願
署
名

の
集
約
状
況
、「
保
険
証
の
廃

止
」と
「
患
者
負
担
増
」の
中

止
を
求
め
る
署
名
の
取
り
組

み
、国
会
行
動
（
３
／
15
）と

「
保
険
証
廃
止
反
対
の
国
会

内
集
会
」（
３
／
23
）へ
の
参

加
な
ど
に
つ
い
て
確
認
。機

関
紙
４
月
号
に
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
っ
て
な
に
？
」を
折

り
込
む
こ
と
、２
０
２
４
年

度
診
療
報
酬
改
定
に
伴
う
新

点
数
説
明
会
の
会
場
確
保
状

況
の
報
告
を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　

第

７
回
保
団
連
歯
科
理
事
会
議

（
２
／
11
）、第
14
回
保
団
連

理
事
会
（
２
／
12
）の
報
告

を
確
認
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】　
第

51
回
定
期
総
会
の
議
案
、お

よ
び
記
念
講
演
の
講
師
選

定
、選
挙
管
理
委
員
会
を
受

け
て
役
員
選
挙
日
程
を
確

認
。今
後
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
４
月

１
日
号
（
第
637
号
／
全
都
宣

伝
号
）の
企
画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
３
月
１

日
付
会
員
数
５
９
６
１
名

（
入
会
25
名
、
退
会
12

名
）。
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４
月
に
な
り
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
、
入
社
式
・
入
学
式
が
各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
市
民
に
は
重
要
な
統
一
地
方

選
挙
が
控
え
て
い
ま
す
。
参
院
議

員
選
挙
が
あ
っ
た
昨
年
、
全
国
保

険
医
団
体
連
合
会(

保
団
連)

は
、

４
月
８
日
か
ら
６
月
12
日
ま
で

「『
選
挙
に
行
こ
う
』
ム
ー
ビ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
企
画
の
趣
旨
は
重
要
で

あ
り
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

重
要
性
は
、
私
が
大
学
時
代
に
読

ん
だ
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の

「
職
業
と
し
て
の
政
治
」
の
趣
旨

に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

形
式
的
に
読
了
し
た
だ
け
で
し
た

が
、
政
治
に
関
心
を
持
つ
契
機
に

な
り
ま
し
た
。
国
政
に
影
響
を
与

え
る
の
が
主
権
者
で
あ
る
国
民
で

す
。
〝政
治
は
生
活
〟
で
す
の
で
、

選
挙
は
有
権
者
の
意
思
を
示
す
貴

重
な
機
会
で
す
。

医
療
政
策
に
注
目

　
現
在
、
国
会
の
各
委
員
会
で
審

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は

り
注
目
し
て
い
る
の
が
医
療
政
策

で
す
。
マ
ス
コ
ミ
的
に
は
、
物
価

高
騰
、
少
子
化
へ
の
政
策
に
な
り

ま
す
が
、「
地
方
政
策
は
、
結
局

は
国
政
政
策
に
拘
束
さ
れ
る
の
で

限
界
を
感
じ
る
」「
選
挙
で
も
国

政
と
地
方
で
は
違
う
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
す

が
、
今
回
の
統
一
地
方
選
挙
は
国

政
に
向
け
て
の
市
民
の
意
見
表
明

に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
公
益

財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会

な
ど
は
、
国
政
選
挙
前
に
、
①
選

挙
違
反
の
な
い
き
れ
い
な
選
挙
が

行
わ
れ
る
こ
と
、
②
有
権
者
が
こ

ぞ
っ
て
投
票
に
参
加
す
る
こ
と
、

③
有
権
者
が
普
段
か
ら
政
治
と
選

挙
に
関
心
を
持
ち
、
候
補
者
の
人

物
や
政
見
、
政
党
の
政
策
な
ど
を

見
る
目
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
べ

て
統
一
地
方
選
挙
で
も
同
様
で
す
。

　
一
方
、
候
補
者
の
チ
ラ
シ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
問
題
意
識
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
的
な
こ

と
で
す
が
、
大
学
校
友
会
の
諸
先

輩
方
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
、
材
木

卸
、
印
刷
、
不
動
産
、
教
育
な
ど
の
業

界
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
投
票
行

動
は
自
身
に
関
与
す
る
業
界
が
支

援
す
る
候
補
者
、
あ
る
い
は
独
自

で
判
断
し
て
投
票
す
る
な
ど
様
々

で
す
。
し
か
し
、
前
回
支
持
し
た

議
員
や
政
党
に
問
題
が
あ
れ
ば
、

投
票
行
動
を
変
え
る
勇
気
・
判
断

も
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
行
動
が

候
補
者
、
議
会
、
行
政
に
緊
張
感
を

生
じ
さ
せ
ま
す
。
超
高
齢
社
会
が

到
来
し
て
い
る
現
在
、
個
人
的
で

は
あ
り
ま
す
が
、
候
補
者
に
は
特

に
医
療
政
策
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
区
議
・
市
議
レ
ベ
ル
で
も
、
少

な
く
と
も
「
医
療
問
題
」、
さ
ら

に
は
「
歯
科
問
題
」
に
関
心
を
有

し
て
い
る
か
否
か
に
留
意
し
て
い

ま
す
。
現
実
的
に
は
ど
の
候
補
者

も
概
ね
同
じ
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
候
補
者
自
身
の
チ
ラ
シ
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、
ひ
と
言
で
も

歯
科
に
関
係
す
る
用
語
や
言
葉
が

あ
る
か
を
注
意
し
て
読
ん
で
い
ま

す
。
あ
え
て
言
え
ば
、「
医
科
歯

科
連
携
に
よ
る
地
域
保
健
」「
か

か
り
つ
け
医
・
歯
科
医
が
必
要
」

な
ど
の
明
記
で
す
。
そ
れ
を
明
記

し
て
い
る
候
補
者
は
、
そ
の
政
策

の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
は
ず

で
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し

た
文
言
を
理
解
し
て
候
補
者
に
工

夫
し
て
明
記
さ
せ
る
こ
と
な
ど

も
、
大
事
な
選
挙
活
動
の
一
つ
と

考
え
ま
す
。

発
想
の
転
換
期

　
今
は
、
選
挙
活
動
の
発
想
の
転

換
の
時
期
に
き
て
い
ま
す
。
国
や

地
方
自
治
体
は
、
ネ
ッ
ト
時
代
に

お
け
る
選
挙
方
法
の
具
体
的
な
議

論
を
ど
こ
ま
で
し
て
い
る
の
か
、

正
直
疑
問
で
す
。
繰
り
返
し
に
な

り
ま
す
が
、
国
・
地
方
選
挙
を
問

わ
ず
投
票
行
動
を
促
す
こ
と
は
大

事
で
す
。
選
挙
結
果
か
ら
新
た
な

期
待
や
反
省
が
あ
り
ま
す
が
こ
れ

も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
す
。
懸

念
材
料
は
〝無
関
心
〟
で
す
。
そ

こ
か
ら
は
、
新
た
な
道
は
拓
け
ま

せ
ん
。
選
挙
に
当
選
す
れ
ば
、
と

り
あ
え
ず
４
年
間
は
任
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
有
権
者

は
議
員
に
厳
し
い
監
視
の
目
を
向

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
方
選

挙
の
在
り
方
の
議
論
云
々
は
あ
り

ま
す
が
、
原
点
は
一
人
ひ
と
り
の

「
清
き
一
票
」
の
た
め
、
ま
さ
に

「
選
挙
に
行
こ
う
！
」に
な
り
ま
す
。

会員寄稿 「声」

私
が
開
業
前
に
勤
め
て
い

た
歯
科
医
院
の
院
長
は
、
お

父
様
が
仏
寺
の
住
職
を
兼

業
さ
れ
て
い
た
。
あ
る
時
、

そ
の
院
長
が
「
子
ど
も
の
こ

ろ
白
米
を
残
す
と
、
親
父
か

ら
『
ご
飯
の
〝
冥
利
〟
が
悪

い
』
と
叱
ら
れ
た
も
の
だ
。

『
ご
飯
は
食
べ
ら
れ
る
た

め
に
こ
の
世
に
生
ま
れ
て

き
た
の
に
、
そ
の
役
目
を
果

た
せ
な
い
ま
ま
捨
て
ら
れ

る
こ
と
は
ご
飯
に
と
っ
て

小林 顕
（こばやし・あきら）／板橋区

不
幸
な
こ
と
だ
』
と
言
わ
れ

た
」
と
思
い
出
話
を
し
て
く

れ
た
。
ケ
ア
不
十
分
の
た
め

に
抜
歯
せ
ざ
る
を
得
な
い

「
歯
の
冥
利
」、
余
分
に
練

和
さ
れ
て
捨
て
ら
れ
る
「
印

象
材
、
石
膏
、
合
着
剤
の
冥

利
」、
そ
し
て
「
歯
科
医
師

の
冥
利
」「
歯
科
衛
生
士
の

冥
利
」
…
。

「
ど
う
せ
や
る
な
ら
ち

ゃ
ん
と
や
ろ
う
よ
」。
愛
知

学
院
大
学
歯
学
部
口
腔
衛

生
学
教
授
な
ど
を
歴
任
さ

れ
た
榊
原
悠
紀
田
郎
先
生

（
２
０
０
８
年
ご
逝
去
）

の
口
癖
で
あ
る
と
、
近
し

い
先
輩
か
ら
伺
っ
て
い

た
。
17
～
18
年
前
、
一
度

だ
け
榊
原
先
生
か
ら
直
に

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、「
あ

っ
ホ
ン
ト
だ
」
と
感
激
し

た
。「
歯
科
医
師
の
冥
利
」

「
歯
科
衛
生
士
の
冥
利
」

に
つ
な
が
る
こ
と
と
理
解

し
て
い
る
。
会
津
武
士
の

〝
心
構
え
〟
と
さ
れ
る
「
什

の
掟
」
の
「
な
ら
ぬ
も
の

は
な
ら
ぬ
の
で
す
」
に
一

脈
通
じ
る
よ
う
に
も
思

う
。
理
屈
で
は
な
い
。
そ

し
て
、
こ
の〝
ち
ゃ
ん
と
〟

が
難
し
く
て
、
一
所
懸
命

に
研
鑽
を
積
む
。
そ
こ
に

ロ
マ
ン
を
感
じ
て
き
た
。

歯
科
衛
生
士
が
「
訪
問

口
腔
管
理
に
行
き
た
く
な

い
」
と
退
職
し
た
り
、
卒

後
２
年
目
の
歯
科
衛
生
士

が
、
苦
手
な
分
野
の
勉
強

の
た
め
に
と
あ
え
て
担
当

を
割
り
振
る
と「
チ
ッ
！
」

と
舌
打
ち
を
し
た
り
。
昨

今
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
め

方
も
、私
の
中
の
「
冥
利
」

と
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。
私
が
時
代
の

変
化
に
つ
い
て
い
け
て
い

な
い
の
か
。
気
が
付
け
ば

大
学
の
教
授
た
ち
は
全
員

後
輩
と
な
り
、
い
つ
の
間

に
か
総
理
大
臣
も
年
下

だ
。
そ
ろ
そ
ろ
「
引
退
」

の
時
期
な
の
か
と
少
し
寂

し
く
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。

雑感
～歯科医師の冥利～

【
冥
利
】（
み
ょ
う
り
）

①
〔
仏
〕
仏
や
菩
薩
が
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

与
え
る
利
益
。

②
あ
る
立
場
・
状
態
に
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
受
け

る
恩
恵
・
し
あ
わ
せ
。

「
―
に
尽
き
る
」
立
場
、

状
態
な
ど
に
よ
る
恩
も

恵
が
多
く
、
あ
り
が
た

い
と
思
う
。「
役
者
―
」。

 

（「
辞
林
21
」よ
り
抜
粋
）

誘致した大学キャンパスで開催
された「地域活性化イベント」

 有権者が問われる 有権者が問われる
 統一地方選挙＆投票行動が道を拓く 統一地方選挙＆投票行動が道を拓く



機
関
紙
３
月
号
に
つ
い
て
、

機
関
紙
３
月
号
に
つ
い
て
、

通
信
員

通
信
員
5050
名
の
便
り
か
ら
抜

名
の
便
り
か
ら
抜

粋
し
ま
し
た
。

粋
し
ま
し
た
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
１３２１３２１３２１３２

◆
オ
ン
資
義
務
化
に
あ
た

り
東
京
保
険
医
協
会
が
起

こ
し
た
訴
訟
を
ど
う
受
け

止
め
ま
す
か
。

・
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
（
他
３
名
）

・
反
対
意
見
が
多
く
あ
る

こ
と
を
示
す
の
は
良
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
他
２
名
）

・
義
務
化
に
は
反
対
の
た

め
、
続
け
て
欲
し
い
で

す
。

・
条
件
が
合
え
ば
原
告
団

に
参
加
し
た
い
。

・
賛
同
す
る
が
、
原
告
団

へ
の
参
加
は
し
な
い
。

・
正
直
よ
く
わ
か
ら
な

い
。「
義
務
化
が
決
ま
っ

た
の
で
手
続
き
を
し
な

い
と
だ
め
だ
」
と
言
わ

れ
、
日
常
の
診
療
に
支

障
を
き
た
す
と
嫌
な
の

で
手
続
き
を
進
め
て
い

る
。

（ 1 1） 第６３７号 ２０２３年（令和５年）４月1日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

厚
生
労
働
省
は
３
月
16

日
、
第
116
歯
科
医
師
国
家

試
験
の
合
格
者
を
発
表
し

た
。
試
験
は
、
今
年
１
月

28
・
29
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
実
施
さ
れ
た
。

第116回

歯科医師国家試験

結果発表

厚生労働省

今
回
の
歯
科
医
師
国
家

試
験
は
出
願
者
数
が
３
千

669
人
（
前
回
３
千
667
人
）、

受
験
者
数
３
千
157
名
（
同

３
千
198
人
）、
合
格
者
数
２

千
６
名
（
同
１
千
969
人
）

と
な
っ
て
お
り
、
合
格
者

数
お
よ
び
合
格
率
と
も
に

前
回
を
わ
ず
か
に
上
回
っ

た
。男

女
別
の
合
格
者
数
の

内
訳
に
つ
い
て
は
、
男
性

の
受
験
者
数
１
８
２
９
人

中
１
０
８
３
人
が
合
格（
合

格
率
59
・
２
％
）。
一
方
、

女
性
は
受
験
者
数
１
３
２

８
人
中
、923
人
が
合
格
（
同

69
・
５
％
）
で
、
女
性
の

合
格
率
が
男
性
よ
り
10
％

程
度
高
い
結
果
と
な
っ
た
。

協
会
は
３
月
10
日
、
第
６

回
（
通
算
94
回
）
メ
デ
ィ
ア

懇
談
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
。
川

戸
二
三
江
副
会
長
が
説
明
、

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
長

の
早
坂
美
都
理
事
が
司
会
を

務
め
、
メ
デ
ィ
ア
各
社
が
参

加
し
た
。
今
回
は
①
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の

原
則
義
務
化
の
経
過
措
置
、

②
オ
ン
資
「
原
則
義
務
化
」

撤
回
に
向
け
た
訴
訟
（
東
京

保
険
医
協
会
）、
③
マ
イ
ナ
保

険
証
な
ど
を
中
心
に
意
見
交

換
し
た
。

オ
ン
資
シ
ス
テ
ム
の
経
過

オ
ン
資
義
務
化　

現
場
の
状
況
伝
え
る

第
６
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会

そ
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証

に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ド
を

取
得
し
て
い
な
い
人
ら
に

対
し
て
発
行
さ
れ
る
「
資

「
資
格
確
認
書
」
と
は

メ
デ
ィ
ア
か
ら
質
問

歯科医療の充実求める 署名を提出
さらにオン資義務化と

保険証廃止の撤回を訴え

協
会
の
坪
田
有
史
会

長
、
早
坂
美
都
理
事
は
３

月
15
日
、
国
会
議
員
に
要

請
を
行
っ
た
。
歯
科
医
療

の
充
実
と
保
険
適
用
拡
大

の
た
め
に
、
歯
科
医
療
費

の
引
き
上
げ
を
要
望
し
た

ほ
か
、
75
歳
以
上
の
一
部

患
者
の
窓
口
負
担
２
割
化

に
伴
う
受
診
控
え
の
現
状

を
伝
え
、
負
担
の
引
き
下

げ
を
求
め
た
。
さ
ら
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
（
以
下
、オ
ン
資
）

の
導
入
義
務
化
に
あ
た

り
、
現
場
の
医
療
機
関
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
不
具
合
が

報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
よ
う
な
状
況
で
健
康

保
険
証
廃
止
の
議
論
が
進

ん
で
い
る
こ
と
の
問
題
点

を
提
起
し
た
。

坪
田
会
長
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
自
体
に
は
反
対
し
て

い
な
い
と
前
置
き
し
た
上

で
、「
現
状
の
健
康
保
険
証

の
運
用
に
問
題
が
な
い
中

で
、
課
題
が
あ
る
制
度
に

転
換
す
る
こ
と
は
疑
問
で

あ
る
」
と
指
摘
し
、「
オ
ン

資
導
入
義
務
化
と
保
険
証

廃
止
は
撤
回
す
べ
き
」
と

改
め
て
各
議
員
に
伝
え
た
。

松
原
仁
議
員
は
、
高
齢

者
の
窓
口
負
担
引
き
上
げ

に
よ
る
受
診
控
え
が
あ
る

現
状
に
つ
い
て
「
歯
は
全

身
の
健
康
の
元
で
あ
る
」

と
理
解
を
示
し
、
医
療
費

の
拡
充
が
重
要
で
あ
る
と

述
べ
た
。
続
い
て
、
医
師

で
も
あ
る
三
ッ
林
裕
巳
議

員
に
は
、
医
療
現
場
や
患

者
の
窮
状
を
訴
え
た
。
ま

た
、
宮
本
徹
議
員
は
「
医

療
Ｄ
Ｘ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
は
別
の
次
元
で

進
め
て
き
た
は
ず
だ
が
、

現
状
は
一
括
り
に
し
て
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
問
題
点
を

指
摘
し
た
。

伊
藤
俊
輔
議
員
は
要
望

に
理
解
を
示
し
、
牧
山
ひ

ろ
え
議
員
は
、「
現
状
は
オ

ン
資
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

て
も
健
康
保
険
証
が
あ
れ

ば
資
格
確
認
で
き
る
が
、

廃
止
と
な
れ
ば
確
認
に
手

間
が
か
か
る
こ
と
も
あ

る
。
患
者
ト
ラ
ブ
ル
に
な

ら
な
い
か
心
配
だ
」
と
語

っ
た
。

２
月
末
ま
で
協
会
が
取
り

（写真左上から時計回り）三ッ林裕巳議員、坪田有史会長、早坂美都理事、
松原仁議員、宮本徹議員、牧山ひろえ議員、伊藤俊輔議員

組
ん
で
き
た
「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め

る
請
願
署
名
」
の
計
２
４

０
０
筆
を
超
え
る
署
名
に

つ
い
て
は
、
長
妻
昭
議
員

と
松
原
議
員
に
提
出
し
た
。

<

御
礼>

署
名
に
ご
協
力

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
協
会

は
引
き
続
き
、
２
種
類
の

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
（
関
連
記

事
＝
下
記
）。

要
請
を
行
っ
た
国
会
議
員

は
、以
下
の
通
り（
敬
称
略
）。

【
衆
議
院
】

三
ッ
林
裕
巳
（
自
民
）、
越
智

隆
雄
（
自
民
）
※
、
後
藤

茂
之
（
自
民
）
※
、
松
原
仁

（
立
憲
）、
伊
藤
俊
輔
（
立

憲
）、
長
妻
昭
（
立
憲
）

※
、
宮
本
徹
（
共
産
）

【
参
議
院
】

牧
山
ひ
ろ
え
（
立
憲
）、
吉

良
よ
し
子
（
共
産
）
※

※
は
秘
書
対
応
。

格
確
認
書
」
の
概
要
に
つ

い
て
参
加
者
か
ら
質
問
が

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
希

望
者
に
き
ち
ん
と
「
資
格
確

認
書
」
が
発
行
さ
れ
る
か

が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
最
長
１
年
と
さ
れ

る
有
効
期
限
を
含
め
、
活

用
し
や
す
い
制
度
に
す
る

べ
き
だ
と
し
た
。
さ
ら
に
、

健
康
保
険
証
の
廃
止
を
中

止
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
署
名
な
ど
を
通
じ

て
国
民
に
問
題
点
を
周
知

し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
た
。

そ
の
ほ
か
、
４
月
か
ら

の
金
パ
ラ
価
格
改
定
に
つ

い
て
は
、
価
格
変
動
が
歯

科
診
療
所
経
営
に
与
え
る

影
響
に
関
し
て
懇
談
し
た
。

健
康
保
険
証
廃
止
と
患
者
負
担
増　

共
に
撤
回
へ

健
康
保
険
証
廃
止
の

利
点
が
な
い

政
府
は
、
現
行
の
健
康
保

険
証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
一
体
化
し
、
２
０
２

４
年
秋
に
廃
止
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
の

調
査
で
は
、
転
職
や
引
っ
越

し
な
ど
で
保
険
証
の
内
容

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、
シ

ス
テ
ム
上
の
タ
イ
ム
ラ
グ

国
会
へ
提
出
す
る
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

措
置
に
つ
い
て
は
、
３
月
31

日
の
届
出
の
提
出
期
限
を

前
に
、
会
員
か
ら
多
数
の
問

い
合
わ
せ
が
き
て
い
る
と

説
明
。
ま
た
、
経
過
措
置
の

詳
細
を
把
握
し
て
い
な
い

業
者
が
、
先
生
に
誤
っ
た
情

報
を
伝
え
て
い
る
状
況
も

発
生
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

署名用紙
お申し込み
フォーム

か
ら
、
資
格
が
あ
る
の
に
資

格
が
な
い
と
画
面
に
表
示

さ
れ
る
不
具
合
が
多
数
起

き
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
状
で
は
健

康
保
険
証
で
確
認
で
き
ま

す
が
、
廃
止
後
は
10
割
負
担

で
領
収
し
、
資
格
確
認
後
に

患
者
に
清
算
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
介
護
が
必
要
な
高

齢
者
や
子
ど
も
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い

な
い
患
者
に
つ
い
て
は
、
資

格
確
認
書
が
発
行
さ
れ
ま

す
。
た
だ
、
原
則
患
者
側
か

ら
の
申
請
が
必
要
な
上
、
有

効
期
限
は
最
長
で
１
年
間
し

か
な
く
、
手
続
き
漏
れ
に
よ

っ
て
無
保
険
扱
い
と
な
る
方

が
続
出
す
る
可
能
性
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ

る
中
、
健
康
保
険
証
を
積

極
的
に
廃
止
す
る
利
点
が

患
者
と
医
療
機
関
の
双
方

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
済
的
理
由
で

22
％
が
受
診
控
え

政
府
は
、
昨
年
10
月
の
75

歳
以
上
の
一
部
患
者
の
窓

口
負
担
引
き
上
げ
に
続

き
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
の
負
担
引
き
上
げ

を
継
続
的
な
検
討
課
題
と

し
ま
し
た
。
全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
の
調
査
で
は
、
22

％
が
経
済
的
理
由
で
受
診

控
え
を
し
た
と
報
告
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
負
担

増
は
、
さ
ら
な
る
受
診
控
え

を
招
く
だ
け
で
は
な
く
、
口

腔
の
健
康
に
も
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

署
名
用
紙
は
４
月
上
旬
に

お
届
け
し
ま
す

協
会
は
、
健
康
保
険
証

廃
止
と
更
な
る
患
者
負
担

増
の
撤
回
を
求
め
て
、「
健

康
保
険
証
を
廃
止
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
請
願
署

名
」
と
「
負
担
増
ス
ト
ッ

プ
！
国
民
の
医
療
と
介
護

を
守
る
緊
急
請
願
署
名
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に

署
名
用
紙
を
お
送
り
し
ま

す
。
電
話
（
０
３
―
３
２

０
５
―
２
９
９
９
：
協
会

運
動
本
部
）、
ま
た
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
員
の
皆
様
に

は
、
別
途
４
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
る「
月
刊
保
団
連
」

４
月
号
に
同
封
し
て
送
付

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。



厚
生
労
働
省
の
調
査
で

は
、
２
０
０
４
年
か
ら
こ

れ
ま
で
歯
科
技
工
士
数
は

３
万
５
千
人
で
変
化
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

の
年
齢
構
成
の
推
移
を
04

年
と
20
年
で
比
較
す
る

と
、
就
業
技
工
士
の
60
歳

以
上
の
割
合
が
８
％
か
ら

24
％
と
３
倍
に
増
え
、
29

歳
以
下
の
割
合
は
19
％
か

ら
11
％
と
約
40
％
減
で
、
構

成
比
に
お
い
て
は
大
き
な

変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。
現

在
は
40
〜
60
代
の
合
計
が

75
％
と
な
り
、
こ
の
ゾ
ー

ン
が
技
工
の
中
心
を
な
す

世
代
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
10
年
ほ
ど
の
ス
パ

ン
で
、
大
幅
な
歯
科
技
工

士
数
の
減
少
は
確
実
視
さ

れ
、
歯
科
技
工
物
の
安
定

供
給
に
多
大
な
影
響
が
生

じ
て
く
る
可
能
性
が
高
い

で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
真
剣

に
歯
科
補
綴
に
向
き
合
う

私
た
ち
に
と
っ
て
、
ま
さ

に
大
問
題
で
す
。

そ
の
中
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
、
チ
タ
ン
鋳
造
ク
ラ
ウ

ン
が
保
険
収
載
と
な
り
ま

し
た
。
将
来
的
に
は
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
で
の
歯
科
技
工

物
も
保
険
収
載
に
な
る
た

め
、
人
も
時
間
も
減
ら
せ
る

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
人

は
待
っ
て
ほ
し
い
。
現
在
、

歯
科
技
工
士
の
就
労
者
数

の
75
％
は
一
人
歯
科
技
工

所
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
年

間
可
処
分
所
得
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
協
会
の
20
年

度
の
調
べ
で
は
、
200
万
円
以

下
が
30
％
、
300
万
円
以
下
が

24
％
、
400
万
円
以
下
が
20
％

と
い
う
状
況
で
す
。
こ
の
所

得
で
新
技
術
導
入
の
た
め

の
設
備
投
資
は
困
難
で
す
。

一
人
歯
科
技
工
所
の
74
％

が
所
得
400
万
円
に
届
か
な

い
現
状
で
は
、
製
作
に
係
る

設
備
投
資
は
ど
う
考
え
て

も
無
理
な
こ
と
で
、
設
備
や

什
器
の
導
入
費
だ
け
で
軽

く
所
得
を
超
え
て
し
ま
い

ま
す
。
設
備
等
を
拡
充
で
き

な
け
れ
ば
、
大
規
模
歯
科
技

工
所
に
注
文
が
流
れ
て
顧

客
離
れ
が
生
じ
、
収
入
減
に

歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は

個
人
開
業
の
83
％
に
後
継

者
が
い
な
い
と
の
回
答
で

す
。一
体
ど
れ
だ
け
の
一
人

歯
科
技
工
所
が
廃
業
し
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

19
年
の
国
会
審
議
に
お
い

て
、歯
科
医
師
の
低
診
療
報

酬
が
歯
科
技
工
士
の
収
入

減
に
繋
が
る
と
の
意
見
や
、

歯
科
技
工
料
金
の
正
常
化

の
た
め
の
い
わ
ゆ
る〝
７
：

３
〞の
法
制
化
が
必
要
と
の

意
見
が
出
て
い
ま
し
た
が

国
は
ス
ル
ー
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
真
剣
に
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

山本 鐵雄
（副会長／大田区）

深刻な歯科技工所の現状

協
会
は
２
月
16
日
、
協

会
会
議
室
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
を
併
用
し
、
第

３
回
学
術
研
究
会
を
開
催

し
た
。「
い
わ
ゆ
る
有
病

者
、
全
身
疾
患
を
持
つ
患

者
を
ど
う
診
て
い
く
か
？

〜
健
康
寿
命
延
伸
社
会
に

お
い
て
起
こ
り
う
る
リ
ス

ク
に
備
え
る
た
め
に
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
丸
岡
豊
氏

（
国
立
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
病
院
副
病
院
長
／

同
病
院
歯
科
・
口
腔
外
科

診
療
科
長
）
が
登
壇
し
、

会
場
３
名
を
含
む
、
総
勢

92
名
が
参
加
し
た
。

丸
岡
氏
は
、
診
療
報
酬

上
に
お
い
て
、
総
合
医
療

管
理
加
算
（
総
医
）
の
対

象
と
な
る
糖
尿
病
の
患

者
、
骨
吸
収
抑
制
薬
投
与

中
の
患
者
、
感
染
性
心
内

膜
炎
の
ハ
イ
リ
ス
ク
患

者
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
患

者
、
血
液
凝
固
阻
止
剤
投

与
中
の
患
者
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
症
の
患
者
の
そ
れ
ぞ
れ

の
症
例
に
つ
い
て
、
主
治

医
と
の
医
療
連
携
の
重
要

性
を
説
明
。
血
糖
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
状
況
を
は
じ

め
、
基
礎
疾
患
の
特
殊
性

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
紹
介

状
の
作
成
や
服
薬
情
報
の

活
か
し
方
な
ど
歯
科
治
療

に
あ
た
る
上
で
の
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
し
た
。
ま
た
、

カ
ル
テ
は
、
保
険
請
求
の

た
め
の
メ
モ
で
は
な
く
、

診
療
録
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
す
る
こ
と
の
必
要
性

も
説
き
、
カ
ル
テ
開
示
を

意
識
し
た
記
載
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
述
べ
た
。

最
後
に
、「
来
る
べ
き
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

必
須
と
な
る
多
職
種
連
携

に
お
い
て
、
私
た
ち
は
歯

科
医
師
と
し
て
、
目
の
前

に
い
る
患
者
さ
ん
の
現
状

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

顎
口
腔
領
域
の
専
門
医
と

し
て
、
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ

て
診
療
に
あ
た
る
べ
き
で

あ
る
」
と
提
唱
し
た
。

な
お
、
講
師
の
協
力
に

よ
り
、
当
日
の
模
様
を
オ

ン
デ
マ
ン
ド
で
配
信
す

る
。
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
を

通
じ
て
視
聴
で
き
る
の

で
、ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

「専門医としての「専門医としての

　プライド持ち診療に」　プライド持ち診療に」
第第３３回学術研究会回学術研究会

「不安が解消できた」
オン資 歯科医療の

デジタル化について懇談

会員地区懇談会

協
会
は
３
月
、
城
南
（
五

反
田
・
４
日
）、
多
摩
（
立

川
・
11
日
）、
城
東
（
北
千

住
・
18
日
）、
の
３
地
区
で

会
員
地
区
懇
談
会
を
開
催

し
、
計
38
名
の
会
員
が
参

加
し
た
。

「
歯
科
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
ど
う
な
る
！
？
」
と
題

し
、
実
際
に
困
っ
た
事
例

や
協
会
に
多
く
寄
せ
ら
れ

た
相
談
の
ほ
か
、
事
前
に

参
加
者
に
募
っ
た
疑
問
点

を
中
心
に
解
説
し
、
懇
談

を
行
っ
た
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
決

ま
っ
た
が
、
実
際
に
ど
の

よ
う
に
受
付
を
行
え
ば
い

い
か
不
安
だ
」「
マ
イ
ナ
保

険
証
の
確
認
は
毎
回
必
要

な
の
か
」
な
ど
日
々
の
診

療
に
直
結
す
る
質
問
や
話

題
、
新
し
い
制
度
へ
の
疑

問
点
な
ど
が
出
さ
れ
、
協

会
講
師
陣
が
自
分
自
身
は

ど
の
よ
う
に
対
応
を
し
た

か
と
い
う
具
体
例
を
交

え
、
制
度
の
内
容
を
丁
寧

に
回
答
し
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
直
接
会
場
で
参
加

し
た
こ
と
で
、
同
地
区
の

先
生
方
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」「
不
安
が
少
し
解
消

で
き
た
。
ま
た
次
回
も
参

加
し
た
い
」
と
い
っ
た
参

加
者
か
ら
の
感
想
が
目
立

っ
た
。
今
後
も
会
員
の
関

心
度
が
高
い
内
容
で
地
区

懇
談
会
を
開
催
す
る
予
定

の
た
め
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

ほ
し
い
。

新
規
指
導
控
え
る
開
業
医
が
多
数
受
講

勤
務
医
も
参
加
の
検
討
を
―

　
　
　
　
新
規
開
業
医
講
習
会

協
会
は
２
月
19
日
、
Ｔ

Ａ
Ｐ
高
田
馬
場
に
て
新
規

開
業
医
講
習
会
を
開
催

し
、
新
規
個
別
指
導
を
控

え
た
開
業
医
や
、
法
人
の

管
理
者
の
計
43
名
が
参
加

し
た
。
冒
頭
、
山
本
鐵
雄

副
会
長
は
「
保
険
請
求
の

仕
方
や
算
定
要
件
な
ど
で

困
っ
た
時
や
、
指
導
で
不

安
な
時
は
協
会
に
連
絡
し

て
ほ
し
い
」と
挨
拶
し
た
。

前
年
度
の
新
規
個
別
指

導
の
実
施
件
数
は
約
400
件

と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
実
施
延
長
を
受
け
、

ほ
と
ん
ど
毎
月
実
施
さ
れ

た
。
現
在
、
開
業
し
て
概

ね
1
年
が
経
過
し
た
保
険

医
療
機
関
が
選
定
さ
れ
て

い
る
。

講
習
会
で
は
、
指
導
時

の
持
参
物
や
算
定
要
件
な

ど
の
指
摘
さ
れ
や
す
い
事

項
、
保
険
と
自
費
の
混
合

診
療
の
考
え
方
を
解
説
。

日
常
の
保
険
診
療
で
も
押

さ
え
て
お
き
た
い
ル
ー
ル

や
、
カ
ル
テ
の
基
本
的
な

書
き
方
に
も
触
れ
、
開
業

し
て
間
も
な
い
歯
科
医
師

が
知
っ
て
お
く
べ
き
内
容

を
丁
寧
に
解
説
し
た
。

講
習
会
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
充
実
し
た
内
容

で
勤
務
医
の
頃
に
こ
の
講

習
会
に
参
加
し
た
か
っ

た
」と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

今
後
の
診
療
に
役
立
つ
内

容
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

た
。前

年
度
は
100
名
を
超
え

る
会
員
が
参
加
し
た
本
講

習
会
。
新
規
個
別
指
導
を

受
け
る
先
生
方
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
開
業
を
考
え

て
い
る
勤
務
医
の
先
生
な

ど
開
業
医
・
勤
務
医
問
わ

ず
、ぜ
ひ
受
講
い
た
だ
き
、

来
る
べ
き
新
規
個
別
指
導

に
備
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
次
回
は
7
月
９
日

（
日
）
開
催
予
定
。（
案
内

＝
５
面
）

法的責任と応召義務

　 事例を交えて解説
医事相談研究会

協
会
は
、
３
月
２
日
に

「
最
近
の
医
療
訴
訟
、
医

事
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
医
事
相
談
研
究

会
を
開
催
し
、
77
名
が
参

加
し
た
。
講
師
の
林
田
丞

太
氏
（
神
奈
川
歯
科
大
学

総
合
教
育
学
部
教
授
）は
、

被
害
の
発
生
、
因
果
関
係

お
よ
び
過
失
の
存
在
の
３

つ
が
全
て
あ
る
場
合
に
は

法
的
責
任
を
負
う
こ
と
に

な
る
と
述
べ
、
訴
訟
に
な

っ
た
場
合
に
は
技
術
的
な

過
失
だ
け
で
な
く
説
明
義

務
違
反
も
争
点
に
な
る
こ

と
か
ら
、
説
明
時
の
注
意

点
に
つ
い
て
具
体
例
を
交

え
解
説
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
９
年
に

新
た
な
通
達
が
出
さ
れ
た

応
召
義
務
の
考
え
方
や
、

「
誠
意
を
見
せ
ろ
」「
〜
が

正
論
だ
ろ
う
」
な
ど
の
ク

レ
ー
マ
ー
の
常
套
句
へ
の

対
応
方
法
を
紹
介
。
さ
ら

に
、「
複
数
人
で
対
応
す

る
」「
内
容
は
病
院
内
で
共

有
す
る
」「
で
き
な
い
約
束

や
特
別
扱
い
は
し
な
い
」

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時

に
守
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
も

３
月
５
日
、
当
協
会
と

東
京
保
険
医
協
会
、
千
葉

県
保
険
医
協
会
の
共
催
で

医
科
歯
科
連
携
研
究
会
２

０
２
２
を
東
京
保
険
医
協

会
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
と
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
併

用
し
て
開
催
し
た
。「
糖
尿

病
と
歯
周
病
か
ら
み
る
医

科
歯
科
連
携
の
重
要
性
と

診
療
へ
の
活
か
し
方
〜
医

科
と
歯
科
の
立
場
か
ら

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
医
科

か
ら
は
加
藤
光
敏
氏
（
加

藤
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

／
糖
尿
病
専
門
医
／
東
京

保
険
医
協
会
理
事
）、
歯
科

か
ら
は
三
辺
正
人
氏
（
文

教
通
り
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
／
歯
周
病
専
門
医
／

千
葉
県
保
険
医
協
会
理

事
）
が
登
壇
し
、
総
勢
107

名
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
加
藤
氏
は

「
糖
尿
病
治
療
概
念
の
進

歩
：
歯
科
受
診
に
対
す
る

患
者
さ
ん
の
意
識
の
実
態

を
含
め
て
」
と
題
し
、
口

腔
機
能
が
歯
周
病
や
口
腔

感
染
症
、
咀
嚼
・
嚥
下
や

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
な
ど
全
身

の
疾
患
と
密
接
な
関
係
が

あ
る
と
示
し
た
。
そ
の
う

え
で
、
糖
尿
病
と
歯
周
病

の
関
係
に
言
及
し
た
。

糖
尿
病
の
患
者
は
歯
周

病
を
併
発
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
状
態
も
重
度
で

あ
る
こ
と
が
多
い
。
一
方

で
歯
周
病
の
患
者
は
糖
尿

病
を
悪
化
さ
せ
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
も
述
べ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
糖
尿
病
と
歯

周
病
の
関
係
は
以
前
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
糖

尿
病
の
患
者
に
対
す
る
歯

科
受
診
の
勧
奨
が
少
な
い

現
状
が
あ
る
こ
と
を
取
り

上
げ
て
、
糖
尿
病
患
者
へ

の
歯
科
受
診
の
勧
奨
を
は

じ
め
、
医
科
歯
科
連
携
の

重
要
性
を
提
唱
し
た
。

続
い
て
、
三
辺
氏
は
「
歯

周
病
と
糖
尿
病
の
医
科
歯

科
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
」
を

軸
に
、
歯
周
病
の
検
査
・

治
療
が
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
及
ぼ
す
効
果
や
、
医

科
・
歯
科
で
の
情
報
共
有

方
法
な
ど
の
要
点
を
解
説

し
た
。

研
究
会
の
様
子
は
４
月

か
ら
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
を

通
じ
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
し
て
い
る
。

医
科
歯
科
連
携
の

さ
ら
な
る
推
進
を

医
科
歯
科
連
携
研
究
会

医
科
歯
科
連
携
研
究
会

示
し
た
。

な
お
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ

ク
に
お
い
て
、当
面
の
間
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
を
行

う
。
当
日
参
加
で
き
な
か

っ
た
方
は
、
ぜ
ひ
視
聴
し

て
ほ
し
い
。

（左から）加藤光敏氏（左から）加藤光敏氏、、三辺正人氏三辺正人氏

丸岡豊氏（国際医療研究センター病院副病院長）

林田丞太氏（神奈川歯科大教授）

（ 1 2）第６３７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）４月１日 （第三種郵便物認可）
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